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4. 説明資料の作成及び空撮 

4.1  作成の概要 

ここでは、これまでに整理した項目をベースに説明資料を作成した。なお、整理した内容は

以下のとおりであり、今後の説明のためにパワーポイントベースでの資料を作成した。 

 
表 4.1.1 作成資料概要 

番号 資料名 内容 

１ 外環（関越～東名）整

備効果資料（案） 

・各種交通データなどを活用し環状道路や周辺地域の現況を整理す

るとともに、外環（関越～東名）の整備により期待される整備効果を

整理 

2 沿線区市の整備効果

資料（案） 

・地域に密着した説明資料を作成することを目的に、主要な路線であ

る環状八号線が地域内を通過する杉並区を例に、現況を整理する

とともに外環（関越～東名）の整備により期待される整備効果を整理 
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4.2  整理結果 

資料を整理した結果は、以降の通りである。 

4.2.1  外環（関越～東名）整備効果資料（案） 

（1） 整備効果検討（広域的視点） 

 

0

整
備
効
果
検
討
（
広
域
的
視
点
）
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広
域
的
視
点
ま
と
め
（
１

/２
）

1

現
状

道
路
の
現
状
と
課
題

外
環
整
備
に
よ
る
効
果

①
都
心
部
の
渋
滞
状
況

○
外
環
（
関
越
～
東
名
）
周
辺
の
東
名
高
速
、
中
央
道
、
首
都
高
は

東
京
都
高
速
道
路
平
均
（
7
8
4
百
台
/
日
）
以
上
の
交
通
量
、

2
0
km
/
h
以
下
の
速
度
低
下
区
間
が
多
い
状
況

○
交
通
量
、
速
度
低
下
に
よ
り
、
周
辺
路
線
は
渋
滞
ワ
ー
ス
ト
ラ
ン
キ

ン
グ
上
位
区
間
が
集
中

②
事
故
発
生
時
に
お
け
る
渋
滞
状
況

○
外
環
に
転
換
が
想
定
さ
れ
る
首
都
高
ル
ー
ト
に
お
い
て
事
故
が
発

生
し
た
場
合
、
周
辺
の
中
野
長
者
橋
～
板
橋
J
C
T
で
著
し
い
速
度

低
下
が
発
生

【 １ 交 通 状 況 】

○
環
状
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
に

よ
り
、
都
心
部
を
通
過
す
る
交
通
を

分
散

①
都
心
通
過
交
通
の
所
要
時
間
の
ば
ら
つ
き

○
東
名
高
速
は
我
が
国
の
大
動
脈
で
あ
り
中
京
圏
と
新
潟
・
東
北
道

方
面
を
往
来
す
る
交
通
も
存
在
。

○
東
名
高
速
⇒
関
越
道
を
移
動
す
る
交
通
の
約
9
割
は
環
八
を
経
由

○
東
名
高
速
⇒
東
北
道
、
常
磐
道
を
移
動
す
る
交
通
の
9割
以
上
は

首
都
高
を
利
用
し
て
い
る
が
所
要
時
間
の
バ
ラ
ツ
キ
（
差
率
）
は
1
2

時
間
平
均
に
対
し
ピ
ー
ク
時
は
4
割
増
加
し
て
お
り
時
間
が
読
め
な

い

○
東
名
高
速
、
中
央
道
、
関
越
道
な
ど
放

射
軸
間
の
移
動
を
担
う
環
状
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
不
足

【 ２ 物 流 】

○
外
環
（
関
越
～
東
名
）
整
備
に
よ
り
、

東
名
高
速
か
ら
各
放
射
軸
へ
は
1
2

～
3
9
分
の
所
要
時
間
が
短
縮

○
外
環
の
環
状
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

概
成
し
、
放
射
軸
間
移
動
に
お
い
て
、

円
滑
な
移
動
を
支
援

○
首
都
高
が
通
行
止
め
と
な
っ
た
場
合
に

代
替
路
を
形
成
す
る
高
速
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
不
足

○
都
心
部
へ
集
中
す
る
交
通
を
分
散
す

る
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
不
足

○
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の
強
化
に
よ
り
、

事
故
な
ど
で
首
都
高
が
通
行
止
め
と

な
っ
た
場
合
で
も
迂
回
経
路
が
確
保

可
能

②
京
浜
港
か
ら
背
後
圏
へ
の
円
滑
な
物
流
活
動
の
阻
害

○
京
浜
港
は
我
が
国
の
輸
出
入
港
別
コ
ン
テ
ナ
取
扱
個
数
の
約
４
割

を
担
っ
て
お
り
、
物
流
の
玄
関
口

○
外
環
に
並
行
す
る
環
八
、
環
七
の
大
型
車
交
通
量
は
環
八
が
多
く
、

（
都
区
部
主
要
地
方
道
平
均
の
約
２
倍
以
上
）
、
京
浜
港
と
背
後
圏

を
結
ぶ
通
行
ル
ー
ト
と
想
定

○
外
環
（
関
越
～
東
名
）
に
並
行
す
る
環

八
は
、
高
規
格
な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

不
足

〇
中
央
環
状
線
は
J
C
T
部
で
は
速
度
低

下
が
見
ら
れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間

労
働
の
削
減
、
円
滑
な
物
流
活
動
の

た
め
に
も
の
整
備
が
課
題

○
外
環
（
関
越
～
東
名
）
の
整
備
に
よ

り
東
京
港
→
大
泉
J
C
T
へ
の
所
要

時
間
が
約
14
分
短
縮

○
円
滑
な
物
流
活
動
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

負
荷
軽
減
な
ど
が
期
待
さ
れ
、
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
等
の
導
入
に

よ
る
「
物
流
の
2
0
2
4
年
問
題
」
へ
も
寄

与
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広
域
的
視
点
ま
と
め
（
２

/２
）

2

現
状

道
路
の
現
状
と
課
題

外
環
整
備
に
よ
る
効
果

①
羽
田
空
港
か
ら
背
後
圏
へ
の
所
要
時
間
の
バ
ラ
ツ
キ

○
我
が
国
の
観
光
の
玄
関
口
と
な
る
羽
田
空
港
の
国
際
線
旅
客
数

の
推
移
は
増
加
傾
向
（
R
1
年
度
は
H
2
5
年
度
に
対
し
２
倍
）

※
R
2
,R
3
は
入
国
制
限
に
よ
り
減
少

○
羽
田
空
港
と
関
東
近
郊
の
観
光
地
間
の
ル
ー
ト
は
G
W
な
ど
の
特

異
日
に
お
い
て
渋
滞
ワ
ー
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
区
間
が
存
在

○
羽
田
空
港
と
背
後
圏
を
結
ぶ
複
線
の

確
保
、
最
短
で
結
ぶ
ル
ー
ト
が
課
題

【 ３ 観 光 】

○
羽
田
空
港
か
ら
中
央
道
、
関
越
道

へ
の
最
短
ル
ー
ト
を
形
成
し
、
周
遊

機
会
の
増
加
に
寄
与

①
首
都
直
下
地
震
な
ど
災
害
時
の
対
応

○
首
都
直
下
地
震
は
3
0
年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
は
7
0
％
程
度
と

推
定

○
道
路
管
理
者
と
関
係
期
間
は
、
首
都
直
下
地
震
に
備
え
、
都
心
に

向
け
た
八
方
向
を
優
先
ル
ー
ト
に
設
定
（八
方
向
作
戦
）

○
発
災
時
に
は
各
所
が
通
行
止
め
と
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

○
都
心
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
数
の
増

加
が
課
題

【 ４ 防 災 】

○
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
強
化
に
よ
り
、
災

害
時
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
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3

現
状
の
課
題
（
広
域
的
視
点
）



第４章 説明資料の作成及び空撮 
 

 

 

 

4-6 

 

 

新
宿
線

外
環

中
央
道

16
8

15
4

14
8

14
8

14
3

12
9

12
8

11
6

11
0

11
0

05010
0

15
0

20
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

１
-１

.交
通
状
況
（
都
心
部
の
渋
滞
状
況
）

■
外
環
周
辺
の
交
通
量
、渋
滞
ワ
ー
ス
トラ
ン
キ
ング

4

•
都
心
部
西
側
の
放
射
（東
名
高
速
、
中
央
道
、
池
袋
線
、
新
宿
線
、
渋
谷
線
）、
環
状
（中
央
環
状
線
）は
渋
滞
ラ
ン
キ
ン
グ
ワ
ー
ス
ト

上
位
区
間
が
集
中
。

•
外
環
に
接
続
す
る
東
名
高
速
は
、
東
京
都
区
部
高
速
道
路
平
均
（
8
3
8
百
台
/
日
）の
1
.3
倍
の
交
通
（
1
,0
7
6
百
台
/
日
）が
集
中
し

て
お
り
、
分
散
す
る
軸
の
不
足
に
よ
り
都
心
部
へ
交
通
が
集
中
し
、
都
心
部
西
側
の
高
速
道
路
で
渋
滞
が
発
生
。

都
心
部
西
側
は

放
射
、環
状
とも
に
渋
滞

ワ
ー
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位

1,
00
0百
台
/日
以
上

【凡
例
︓
交
通
量
】

80
0～
1,
00
0百
台
/日

50
0～
80
0百
台
/日

50
0百
台
/日
未
満

17
2

16
7

11
7

11
1

10
6

10
5

87
83

83
81

05010
0

15
0

20
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

東 名 高 速

（ 海 老 名 ␚ 横 浜 町 田 ） 上 ॉ

中 央 道

（ 調 布 ␚ 高 井 戸 ） 上 ॉ

東 名 高 速

（ 東 名 川 崎 ␚ 東 京 ） 上 ॉ

東 名 高 速

（ 海 老 名 ␚ 横 浜 町 田 ） 下 ॉ

外 環

（ 外 環 三 郷 西 ␚ 草 加 ） 内 回

東 名 高 速

（ 御 殿 場 ␚ 大 井 松 田 ） 上 ॉ

近 畿 自 動 車 道

東 名 高 速

（ 御 殿 場 ␚ 大 井 松 田 ）

下 ॉ

東 名 高 速

（ 厚 木 ␚ 秦 野 中 井 ）

下 ॉ

東 名 高 速

（ 厚 木 ␚ 秦 野 中 井 ）

上 ॉ

（
万
人
・時
間
/年
）

出
典
︓
H2
7道
路
交
通
セ
ンサ
ス

出
典
︓
高
速
道
路
の
交
通
状
況
ラン
キ
ング
（
平
成
31
・令
和
元
年
）

※
外
環
（
関
越
～
東
名
）
に
接
続
、ま
た
は
並
行
す
る路
線
を赤
囲
み

3

2

2

5

4

6
10

9

【高
速
道
路
の
渋
滞
ラン
キ
ング
】

※
全
国
渋
滞
損
失
ワ
ー
ス
ト1
0位

湾 岸 線

（ 東 関 道 接 続 部 ␚ 葛 西 ） 西 行

池 袋 線

（ 美 女 木 ␚ 板 橋 ） 上 ॉ

三 郷 線

（ 三 郷 ␚ 小 菅 ） 上 ॉ

新 宿 線

（ 中 央 道 接 続 部 ␚ 西 新 宿 ） 上 ॉ

渋 谷 線

（ 東 名 道 接 続 部 ␚ 大 橋 ） 上 ॉ

中 央 環 状 線

（ 熊 野 町 ␚ 西 新 宿 ） 内 回 ॉ

湾 岸 線

（ 東 海 ␚ 川 崎 浮 島 ） 西 行

湾 岸 線

（ 葛 西 ␚ 辰 巳 ） 西 行

渋 谷 線

（ 谷 町 ␚ 大 橋 ） 下 ॉ

中 央 環 状 線

（ 熊 野 町 ␚ 西 新 宿 ） 外 回 ॉ

（
万
人
・時
間
/年
）

【都
市
高
速
道
路
の
渋
滞
ラン
キ
ング
】

※
首
都
圏
渋
滞
損
失
ワ
ー
ス
ト1
0位

高
速
道
路
の

渋
滞
ワ
ー
ス
トラ
ンキ
ン
グ
（
全
国
）

都
市
高
速
道
路
の

渋
滞
ワ
ー
ス
トラ
ンキ
ン
グ
（
首
都
圏
）

22

1,
07
6百
台
/日

（
東
京
都
区
部
高
速
道

路
平
均
83
8百
台
/日
の

1.
3倍

）
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中
央
道

中
央
環
状
線

外
環
道

外 環 道

渋
滞
区
間

【凡
例
】

通
行
止
め
区
間

事
故
発
生
箇
所

１
-２
．
交
通
状
況
（
中
央
環
状
線
の
状
況
）

5

•
外
環
周
辺
の
速
度
状
況
を
み
る
と
中
央
環
状
線
の
西
側
J
C
T
部
で
混
雑
時
に
2
0
k
m
/
h以
下
の
速
度
低
下
が
発
生
し
て
お
り
、
東
側

J
C
T
部
に
比
べ
渋
滞
量
（
渋
滞
の
最
大
延
長
×
渋
滞
発
生
時
間
）
が
多
い
状
況
。

•
ま
た
、
令
和
5
年
2
月
9
日
に
中
央
環
状
線
（
板
橋
J
C
T
～
王
子
南
IC
）
が
事
故
に
よ
り
通
行
止
め
が
発
生
し
、
中
野
長
者
橋
IC
～
板
橋

J
C
T
で
渋
滞
が
発
生
。

•
中
央
環
状
線
西
側
は
平
常
時
の
速
度
低
下
に
加
え
事
故
等
に
よ
る
通
行
止
め
時
に
代
替
路
が
不
足
し
て
お
り
円
滑
な
移
動
が
課
題
。

出
典
︓
ET
C2
.0
（
R3
.1
0）

※
平
日
の
時
間
帯
別
平
均
速
度
の
最
小
速
度
に
より
作
成

熊
野
町
JC
T

西
新
宿

JC
T 大
橋
JC
T

渋
滞
（
0～
20
km
/h
）

40
km
/ｈ
以
上

【凡
例
】

混
雑
（
20
～
40
km
/h
）千
葉
外
環
開
通
後
の
速
度
状
況

【混
雑
時
︓
平
日
の
最
小
速
度
】

■
中
央
環
状
線
JC
T部
の
速
度
状
況

周
辺
高
速
道
路
通
行
止
時
の
影
響

【中
央
環
状
線
JC
T部
渋
滞
量
】

小
菅
JC
T

小
松
川
JC
T

出
典
︓
JA
RT
IC

（
20
23
.2
.9
15
:0
0)

車
両
横
転
に
よ
り

板
橋
JC
T～
王
子
南
の
中
央

環
状
線
外
回
りが
通
行
止
め

中
央
環
状
線
の
西
側
ま
で

渋
滞
が
延
伸

中
央
環
状
線

西
側
の
JC
T部
で
は

速
度
低
下
が
発
生

14
3

39
8

56
8

18
2

41
0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

大
橋

西
新
宿

熊
野
町

小
菅

小
松
川

(k
m
・

h/
月

)
西
側
の
西
新
宿
JC
T、

熊
野
町
JC
Tで
渋
滞
量

が
多
い

中
央
道

中
央
環
状
線

外
環
道

外 環 道

渋
滞
区
間

【凡
例
】

通
行
止
め
区
間

事
故
発
生
箇
所

【参
考
】通
常
時

出
典
︓
JA
RT
IC

（
20
23
.2
.1
5
15
:0
0)

通
常
時

西
側
は
渋
滞
が

発
生
して
い
な
い
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6

■
東
名
高
速
か
ら各
放
射
軸
へ
の
首
都
高
、環
八
利
用
割
合

２
-１
．
物
流
（
都
心
部
の
通
過
交
通
状
況
）

•
東
名
高
速
⇒
関
越
道
は
、
距
離
、
所
要
時
間
で
首
都
高
経
由
に
対
し
環
八
経
由
が
優
位
と
な
っ
て
お
り
約
9
割
が
環
八
を
利
用
。

•
東
名
高
速
⇒
東
北
道
、
常
磐
道
は
、
全
数
に
近
い
交
通
量
が
首
都
高
を
経
由
。

•
首
都
高
経
由
、
環
八
経
由
と
も
に
所
要
時
間
の
バ
ラ
ツ
キ
（
差
率
）は
1
2
時
間
平
均
に
対
し
ピ
ー
ク
時
は
約
2
～
3
割
増
加
し
て
お
り
、

時
間
が
読
め
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
物
流
の
2
0
2
4
年
問
題
（
次
頁
参
照
）
も
あ
り
定
時
性
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。

■
都
心
部
の
大
型
交
通
量
図

東
名
⇒
関
越
道

首
都
高
経
由

15
％

環
八
経
由

85
％

東
名
⇒
東
北
道

首
都
高
経
由

96
％

環
八
・外
環
経
由

４
％

首
都
高
経
由

98
％

環
八
・外
環
経
由

2％

■
東
名
高
速
⇒
放
射
軸
へ
の
所
要
時
間
バ
ラツ
キ

出
典
︓
ET
C2
.0
（
R3
.4
～
R4
.3
）
混
雑
時
平
均
旅
行
速
度

【高
速
道
路
凡
例
単
位
︓
百
台
/日
】

20
0以
上
（
平
均
以
上
）

15
0以
上

15
0未
満

※
都
区
部
の
高
速
道
路
の
平
均
（
18
9百
台
/日
）

10
0以
上
（
平
均
の
約
２
倍
）

※
都
区
部
の
主
要
地
方
道
の
平
均
（
52
百
台
/日
）

【一
般
道
凡
例
単
位
︓
百
台
/日
】

東
名
⇒
常
磐
道

東
名
高
速
⇒
関
越
道
は

環
八
経
由
が
約
９
割

出
典
︓
ET
C2
.0
（
R3
.4
～
R4
.3
）

※
練
馬
IC
の

大
型
車
交
通
量

は
80
百
台

熊
野
町
JC
T

西
新
宿

JC
T

大
橋
JC
T

環
八
は

都
区
部
平
均
の
２
倍

の
大
型
車
交
通
量
が

集
中

中
央
環
状
線

西
側
の
JC
T部
で
は

速
度
低
下
が
顕
著

環
八
経
由

関
越
道

関
越
道

東
北
道

常
磐
道

L
=1
6
km

L
=
40
km

L
=
3
8k
m

L
=
4
2k
m

12
時
間
平
均
速
度
③

4
4

4
6

4
3

4
8

ピ
ー
ク
速
度
④

5
1

6
6

5
9

6
4

差
（④
ー
③
）

7
2
0

1
6

1
6

差
率
（差
÷
③
）

1
6
%

4
3
%

3
7
%

3
3
%

首
都
高
経
由

所
要
時
間
の
バ
ラ
ツ
キ
（
差
率
）
は
12
時
間
平
均

に
対
しピ
ー
ク時
は
環
八
経
由
で
２
割
程
度
、

首
都
高
経
由
で
3割
以
上
増
加

距
離
、所
要
時
間
とも
に

環
八
経
由
が
優
位

出
典
︓
H
27
全
国
道
路
・街
路
交
通
情
勢
調
査
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7

【
参
考
】
物
流
の

20
24
年
問
題
参
考
資
料
①

出
典
）
物
流
を
取
り巻
く同
行
と物
流
施
策
の
現
状
に
つ
い
て

（
第
１
回
持
続
可
能
な
物
流
の
実
現
に
向
け
た
検
討
会
経
済
産
業
省
）
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8

【
参
考
】
物
流
の

20
24
年
問
題
参
考
資
料
②

出
典
）
物
流
を
取
り巻
く同
行
と物
流
施
策
の
現
状
に
つ
い
て

資
料
１
-5
事
業
者
発
表
資
料
（
三
井
純
友
銀
行
株
式
会
社
）

（
第
４
回
持
続
可
能
な
物
流
の
実
現
に
向
け
た
検
討
会
経
済
産
業
省
）
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２
-
２
．
物
流
（
京
浜
港
か
ら
背
後
圏
へ
の
円
滑
な
物
流
活
動
の
阻
害
）

9

•
京
浜
港
は
我
が
国
の
輸
出
入
港
別
コ
ン
テ
ナ
取
扱
個
数
の
約
４
割
を
担
っ
て
お
り
、
物
流
の
玄
関
口
。

•
外
環
（関
越
～
東
名
）に
並
行
す
る
環
八
、
環
七
は
、
大
型
車
交
通
量
が
多
く
（
都
区
部
主
要
地
方
道
平
均
の
約
2
倍
以
上
）、
京
浜

港
と
背
後
圏
を
結
ぶ
通
行
ル
ー
トに
な
っ
て
い
る
と
想
定
。

•
外
環
（
関
越
～
東
名
）に
並
行
す
る
環
八
は
、
高
規
格
な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
不
足
（
中
央
環
状
線
は
JC
T
部
で
渋
滞
）
と
な
っ
て
お
り
、

円
滑
な
物
流
活
動
が
課
題
。

京
浜
港
は

我
が
国
の
約
４
割

20
21
年

1,
79

0万
TE

U

東
京
港

2
4
％ 横
浜
港

1
4
％

川
崎
港

1％
名
古
屋
港

1
4
％

大
阪
港

1
2
％

神
戸
港

1
2
％そ
の
他

2
3
％

出
典
︓
港
湾
調
査
（
国
土
交
通
省
R4
.8
.2
9）
※
20
21
年
年
間
合
計
値

■
輸
出
入
港
別
コン
テ
ナ
取
扱
個
数
（
TE
U）

■
東
京
港
コン
テ
ナ
貨
物
取
扱
品
目
ラン
キ
ング

順
位

品
目

合
計

割
合

分
類

1衣
服
・
身
廻
品
・
は
き
も
の
4,
65
0,
58
8 

10
.1
%
雑
工
業
品

2電
気
機
械

4,
43
0,
07
7 

9.
6%
金
属
機
械

工
業
品

3そ
の
他
化
学
工
業
品

4,
31
7,
64
7 

9.
4%
化
学
工
業
品

4産
業
機
械

3,
50
9,
74
3 

7.
6%
金
属
機
械

工
業
品

5製
造
食
品

2,
92
4,
28
4 

6.
3%
軽
工
業
品

ファ
ー
ス
トリ
テ
イリ
ング
物
流
倉
庫

東
京
港
か
ら輸
入
し、
関
東
一
円
の

ユ
ニク
ロ・
GU
へ
出
荷

【高
速
道
路
凡
例
単
位
︓
百
台
/日
】

20
0以
上
（
平
均
以
上
）

15
0以
上

15
0未
満

※
都
区
部
の
高
速
道
路
の
平
均
（
18
9百
台
/日
）

10
0以
上
（
平
均
の
約
２
倍
）

※
都
区
部
の
主
要
地
方
道
の
平
均
（
52
百
台
/日
）

【一
般
道
凡
例
単
位
︓
百
台
/日
】

東
京
港 京
浜
港

川
崎
港

横
浜
港

環
八
は
京
浜
港
と

北
関
東
方
面
を
結
ぶ

物
流
の
主
要
軸

北
関
東
方
面

熊
野
町
JC
T

西
新
宿

JC
T

大
橋
JC
T

中
央
環
状
線

西
側
の
JC
T部
で
は

速
度
低
下
が
顕
著

西
新
宿

JC
T

出
典
︓
H
27
全
国
道
路
・街
路
交
通
情
勢
調
査

出
典
︓
港
湾
統
計
(R
3)
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5.
8

3.
3

2.
6

2.
5

2.
4

2.
3

2.
3

2.
1

2.
1

2.
1

0.
0

1.
0

2.
0

3.
0

4.
0

5.
0

6.
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

80
4

1,
15

6
1,

34
3

1,
56

4
1,

71
2

1,
81

6
1,

68
2

41
83

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

H
25
年
度

H
26
年
度

H
27
年
度

H
28
年
度

H
29
年
度

H
30
年
度

R1
年
度

R2
年
度

R3
年
度

３
．
観
光
（
羽
田
空
港
か
ら
背
後
圏
へ
）

10

•
羽
田
空
港
の
国
際
線
旅
客
数
の
推
移
は
増
加
傾
向
（R
1
年
度
は
H
2
5
年
度
に
対
し
約
２
倍
に
増
加
）。

•
一
方
、
外
環
（関
越
～
東
名
）周
辺
の
首
都
高
は
G
W
な
ど
の
特
異
日
に
お
い
て
渋
滞
ワ
ー
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
区
間
が
存
在
。

•
外
環
（関
越
～
東
名
）の
整
備
に
よ
り
、
関
東
近
郊
の
観
光
地
と
羽
田
空
港
間
の
ア
ク
セ
ス
性
向
上
が
期
待
。

■
羽
田
空
港
か
ら観
光
地
へ
の
ア
クセ
ス

■
羽
田
空
港
の
国
際
線
旅
客
数
の
推
移

（
万
人
） 出
典
︓
年
度
別
空
港
管
理
状
況
調
書
（
国
土
交
通
省
航
空
局
）

H
25
⇒
R1

約
２
倍
に
増
加

＜
現
状
︓
羽
田
空
港
の
国
際
線
旅
客
数
の
推
移
＞

羽
田
空
港

中
央
道

大
泉
JC
T

中
央
JC
T

東
名
JC
T

中
央
環
状
線外
環
道

外 環 道

【世
界
遺
産
富
岡
製
糸
場
】

群
馬
県
富
岡
市
に
設
立
され
た
日
本

初
の
本
格
的
な
機
械
製
糸
工
場

H2
6年
に
世
界
遺
産
に
登
録

現
況
ル
ー
ト（
大
泉
JC
T）

現
況
ル
ー
ト（
中
央
JC
T）

【世
界
遺
産
富
士
山
】

静
岡
、山
梨
の
県
境
に
あ
る
標
高

日
本
一
の
山

H2
5年
に
世
界
遺
産
登
録

【ミ
シ
ュラ
ン
ガ
イ
ド
三
ツ
星 高
尾
山
】

東
京
近
郊
の
八
王
子
市
に
あ
る
標
高

55
9メ
ー
トル
の
山

H1
9年
に
ﾐｼ
ｭﾗ
ﾝｶ
ﾞｲ
ﾄﾞ
三
ツ星
獲
得

コロ
ナ
禍
後
は

入
国
制
限
な
どに
よ
り

減
少

出
典
︓
高
速
道
路
の
交
通
状
況
ラン
キ
ン
グ
（
平
成
30
年
）

※
外
環
（
関
越
～
東
名
）
に
接
続
、ま
た
は
並
行
す
る
路
線
を
赤
囲
み

※
20
23
.2
月
時
点
で
GW
期
間
（
H
30
.4
.2
7～
H
30
.5
.6
）
は
平
成
30
年
が
最
新

（
万
人
・時
間
/1
0日
）

【都
市
高
速
道
路
の
渋
滞
ラン
キ
ング
】

※
首
都
圏
渋
滞
損
失
ワ
ー
ス
ト1
0位
（
GW
期
間
）

湾 岸 線

（ 川 崎 浮 島 ␚ 東 雲 ）

西 行
渋 谷 線

（ 東 名 接 続 部 ␚ 大 橋 ）

上 ॉ
三 郷 線

（ 三 郷 ␚ 大 橋 ）

上 ॉ

新
宿
線

中 央 環 状 線

（ 熊 野 町 ␚ 西 新 宿 ）

内 回
新 宿 線

（ 中 央 道 ␚ 西 新 宿 ）

上 ॉ
湾 岸 線

（ 東 関 道 ␚ 葛 西 ）

西 行
三 郷 線

（ 小 菅 ␚ 三 郷 ）

下 ॉ

中 央 環 状 線

（ 葛 西 ␚ 堀 切 ）

内 回

中 央 環 状 線

（ 葛 西 ␚ 堀 切 ）

外 周
池 袋 線

（ 熊 野 町 ␚ 竹 橋 ）

上 ॉ

2

都
市
高
速
道
路
の

渋
滞
ワ
ー
ス
トラ
ン
キ
ング

（
首
都
圏
・G
W
）

2

4

5
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４
．
災
害
時
の
対
応
（
首
都
直
下
地
震
な
ど
災
害
時
の
対
応
）

11

•
首
都
直
下
地
震
（M
7
ク
ラ
ス
の
地
震
）が
今
後
3
0
年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
は
7
0
％
程
度
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

•
道
路
管
理
者
と
関
係
機
関
は
、
首
都
直
下
地
震
に
備
え
、
都
心
に
向
け
た
八
方
向
を
優
先
啓
開
ル
ー
トに
設
定
（八
方
向
作
戦
）

•
外
環
の
整
備
に
よ
り
、
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の
強
化
に
つ
な
が
り
、
八
方
向
作
戦
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

H
2
4
.4

R
4
.7

3
環
状
整
備
後

５
ル
ー
ト

2
0
8ル
ー
ト

１
４
７
０
ル
ー
ト

■
三
環
状
整
備
道
路
に
よ
る
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の
強
化

（
東
名
高
速
か
ら
東
京
都
心
へ
至
る
パ
タ
ー
ン
（
試
算
）
）

八
方
向
作
戦
に

よ
る
道
路
啓
開
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12

整
備
効
果
（
広
域
的
視
点
）
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１
-１
．
交
通
状
況
（
３
環
状
の
交
通
量
変
化
、
都
心
部
の
交
通
集
中
緩
和
）

13

•
千
葉
外
環
開
通
に
よ
り
首
都
高
経
由
か
ら
外
環
経
由
に
約
８
割

の
交
通
が
転
換
。

•
中
央
環
状
線
の
渋
滞
損
失
時
間
は
、
都
心
部
通
過
交
通
の
減

少
（
一
部
J
C
T
部
の
４
車
線
化
あ
り
）な
ど
に
よ
り
約
３
割
減
少
。

•
外
環
（関
越
～
東
名
）の
整
備
に
よ
り
都
心
部
通
過
交
通
の
減

少
、
中
央
環
状
線
西
側
の
渋
滞
緩
和
が
期
待
さ
れ
る
。

出
典
）
東
京
外
か
く環
状
道
路
（
三
郷
南
IC
～
高
谷
JC
T）
開
通
後
の
整
備
効
果

（
R1
.1
2.
25
）
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中
央
道

中
央
環
状
線

外
環
道

外 環 道

渋
滞
区
間

【凡
例
】

通
行
止
め
区
間

事
故
発
生
箇
所

１
-２
．
交
通
状
況
（
災
害
時
の
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
）

14

•
首
都
直
下
地
震
（M
7
ク
ラ
ス
の
地
震
）
が
今
後
3
0
年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
は
7
0
％
と
推
定
。

•
道
路
管
理
者
と
関
係
機
関
は
、
首
都
直
下
地
震
に
備
え
、
都
心
に
向
け
た
八
方
向
を
優
先
啓
開
ル
ー
ト
に
設
定
（八
方
向
作
戦
）
。

•
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の
強
化
に
よ
り
、
災
害
だ
け
で
な
く
、
事
故
な
ど
で
放
射
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
場
合
で
も
都
心
へ
の
経
路
が
確
保
可
能
。

14

■
三
環
状
整
備
道
路
に
よ
る
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の
強
化

（
東
名
高
速
か
ら
東
京
都
心
へ
至
る
パ
タ
ー
ン
（
試
算
）
）

八
方
向
作
戦
に

よ
る
道
路
啓
開

凡
例

道
路
啓
開

東
京
湾
北
部
地
震

（M
7
.3
）
の
地
震
分
布

H
2
4
.4
：
５
ル
ー
ト

R
5
.3
＋
外
環
（
関
越
～
東
名
）
：
3
8
8
ル
ー
ト

H
3
0
.6
：2
0
8
ル
ー
ト

外
環
（
関
越
～
東
名
）

整
備
に
よ
り
経
路
数
が

1
8
0ル
ー
ト
増
加

出
典
内
閣
府
中
央
防
災
会
議
資
料
を
元
に
作
成

中
央
環
状
線
寸
断
に
よ
る
影
響

※
中
央
環
状
線
の
横
転
事
故
に
よ
る
通
行
止
め
（
R
5
.2
.9
）

中
央
環
状
線
の
西
側
ま
で

渋
滞
が
延
伸

車
両
横
転
に
よ
り

板
橋
JC
T～
王
子
南
の
中
央

環
状
線
外
回
りが
通
行
止
め

出
典
︓
JA
RT
IC
（
20
23
.2
.9
15
:0
0)

外
環
整
備
後
の

通
行
可
能
ル
ー
ト

外
環
整
備
前
ル
ー
ト
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延
長

所
要
時
間

延
長

所
要
時
間

延
長

所
要
時
間

現
状
①

1
6
km

5
1
分

3
8
km

5
9
分

42
km

6
4分

外
環
整
備
後
②

1
6
km

1
2
分

3
5
km

3
5
分

47
km

5
2分

差
（
②
－
①
）

0
-
3
9
分

-
3
km

-
2
4
分

+
5
km

-
1
2
分

起
点
：

東
名
高
速

関
越
道

（
環
八
経
由
）

東
北
道

（
首
都
高
経
由
）

常
磐
道

（
首
都
高
経
由
）

15

２
-１
．
物
流
（
所
要
時
間
短
縮
に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
荷
軽
減
）

•
外
環
（関
越
～
東
名
）整
備
に
よ
り
、
東
名
高
速
か
ら
各
放
射
軸
へ
は
1
2
～
3
9
分
の
所
要
時
間
が
短
縮
。

•
例
え
ば
、
東
名
高
速
か
ら
関
越
道
へ
の
所
要
時
間
は
外
環
整
備
後
は
1
2
分
と
な
り
、
往
復
し
て
も
現
状
（ 5
1
分
）よ
り
所
要
時
間
が
短
く

な
る
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働
、
時
間
外
労
働
な
ど
「
物
流
の
2
0
2
4
年
問
題
」
に
寄
与
。

■
都
心
を
通
過
す
る
交
通

出
典
︓
ET
C2
.0
（
R3
.4
～
R4
.3
）
混
雑
時
平
均
旅
行
速
度

※
外
環
整
備
後
は
設
計
速
度
（
80
km
/h
）
とし
て
計
算

※
関
越
道
の
現
状
は
首
都
高
経
由
よ
り環
八
経
由
の
方
が
早
い
た
め
環
八
経
由
の
値
を
記
載

■
東
名
高
速
⇒
放
射
軸
の
所
要
時
間

環 八

中
央
環
状
線

■
物
流
ドラ
イバ
ー
の
負
荷
（
拘
束
時
間
）
が
軽
減
イメ
ー
ジ

※
短
縮
効
果
の
値
を
赤
字
で
表
示

【東
名
高
速
⇒
関
越
道
】

-3
9分

短
縮

【東
名
高
速
⇒
東
北
道
】

-2
4分

短
縮

-3
km

短
縮

【東
名
高
速
⇒
常
磐
道
】

-1
2分

短
縮

東
名
高
速

関
越
道

【現
状
】

【外
環
整
備
後
】

51
分

12
分

往
復
して
も
現
状
より

所
要
時
間
が
短
縮

⇒
ドラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労

働
、時
間
外
労
働
に
寄
与

12
分

環
八
利
用

外
環
利
用
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3
3
5

3
5
2

3
6
3

3
6
3

3
3
4

3
4
0

3
5
1

3
7
0

3
8
0

3
7
1

3
4
8

3
6
2

0

1
00

2
00

3
00

4
00

5
00

6
00

7
00

8
00

2
0
1
6
年

2
0
1
7
年

2
0
1
8
年

2
0
1
9
年

2
0
2
0
年

2
0
2
1
年

（
万
TE
U）

68
6

72
2

74
3

73
4

68
2

70
2

２
-
２
．
物
流
（
京
浜
港
か
ら
背
後
圏
へ
の
移
動
時
間
短
縮
）

16

•
京
浜
港
（東
京
港
を
起
点
と
し
て
整
理
）
か
ら
背
後
圏
（中
央
道
、
関
越
道
）へ
の
所
要
時
間
、
料
金
の
変
化
は
以
下
の
と
お
り
。

•
外
環
（関
越
～
東
名
）整
備
に
よ
り
、
首
都
高
経
由
に
比
べ
中
央
道
へ
２
分
、
関
越
道
へ
1
4
分
の
短
縮
が
図
ら
れ
、
魅
力
あ
る
港
湾
の

形
成
に
寄
与
。

■
京
浜
港
の
取
扱
貨
物
推
移

■
京
浜
港
（
東
京
港
、川
崎
港
、横
浜
港
）
か
ら

関
越
道
、中
央
道
へ
の
所
要
時
間出
典
︓
港
湾
調
査
（
国
土
交
通
省
）

※
京
浜
港
は
東
京
港
、横
浜
港
、川
崎
港
を
集
計

輸
入

輸
出

20
20
年
に
対
して
は
３
％
の
増
加

⇒
国
際
物
流
活
動
は
回
復
傾
向

東
京
港

中
央
道

大
泉
J
C
T

中
央
J
C
T

東
名
J
C
T

中
央
環
状
線外
環
道

外 環 道

現
況
ル
ー
ト
（大
泉
J
C
T
）

現
況
ル
ー
ト
（中
央
J
C
T
）

外
環
整
備
後
ル
ー
ト

現
況
56
分

現
況
3
6分

整
備
後
42
分

（
1
4分
短
縮
）

整
備
後
34
分

（
2
分
短
縮
）

単
位
：
分

整
備
前

整
備
後

外
環
中
央
J
C
T

3
6

3
4

-
2

大
泉
J
C
T

5
6

4
2

-
1
4

外
環
中
央
J
C
T

5
0

4
8

-
2

大
泉
J
C
T

7
0

5
6

-
1
4

外
環
中
央
J
C
T

9
4

4
2

-
5
2

大
泉
J
C
T

1
0
8

5
0

-
5
8

東
京
港

川
崎
港

横
浜
港

終
点

差
所
要
時
間

起
終
点

■
京
浜
港
か
ら背
後
圏
（
中
央
道
、関
越
道
）
へ
の
所
要
時
間

※
以
下
で
は
京
浜
港
の
起
点
を
東
京
港
とし
て
い
る

出
典
︓
ET
C2
.0
（
R3
.4
～
R4
.3
）
混
雑
時
平
均
旅
行
速
度

※
外
環
整
備
後
は
設
計
速
度
（
80
km
/h
）
とし
て
計
算

出
典
︓
ET
C2
.0
（
R3
.4
～
R4
.3
）
混
雑
時
平
均
旅
行
速
度

※
外
環
整
備
後
は
設
計
速
度
（
80
km
/h
）
とし
て
計
算

京
浜
港
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【
参
考
】
物
流
（
京
浜
港
か
ら
背
後
圏
へ
の
移
動
時
間
短
縮
）
川
崎
港
、
横
浜
港
か
ら
の
所
要
時
間

17

•
川
崎
港
、
横
浜
港
か
ら
背
後
圏
（中
央
道
、
関
越
道
）へ
の
所
要
時
間
、
料
金
の
変
化
は
以
下
の
と
お
り
。

•
外
環
（関
越
～
東
名
）整
備
に
よ
り
、
川
崎
港
か
ら
は
2
分
、
1
4
分
、
横
浜
港
か
ら
は
1
9
分
、
3
2
分
の
所
要
時
間
短
縮
が
図
ら
れ
る
。

川
崎
港

大
泉
J
C
T

中
央
J
C
T

東
名
J
C
T

中
央
環
状
線

外
環
道

外 環 道

現
況
7
0分

現
況
50
分

整
備
後
5
6分

（
1
4分
短
縮
）

整
備
後
4
8分

（
2
分
短
縮
）

■
川
崎
港
か
ら背
後
圏
（
中
央
道
、関
越
道
）
へ
の
所
要
時
間

出
典
︓
ET
C2
.0
（
R3
.4
～
R4
.3
）
混
雑
時
平
均
旅
行
速
度

※
外
環
整
備
後
は
設
計
速
度
（
80
km
/h
）
とし
て
計
算

川
崎
港

大
泉
J
C
T

中
央
J
C
T

東
名
J
C
T

中
央
環
状
線

外
環
道

外 環 道

現
況
8
2分

現
況
61
分

整
備
後
5
0分

（
3
2分
短
縮
）

整
備
後
42
分

（
1
9
分
短
縮
）

■
横
浜
港
か
ら背
後
圏
（
中
央
道
、関
越
道
）
へ
の
所
要
時
間

現
況
ル
ー
ト
（
大
泉
J
C
T
）

現
況
ル
ー
ト
（
中
央
J
C
T
）

外
環
整
備
後
ル
ー
ト

現
況
ル
ー
ト
（
大
泉
J
C
T
）

現
況
ル
ー
ト
（
中
央
J
C
T
）

外
環
整
備
後
ル
ー
ト

出
典
︓
ET
C2
.0
（
R3
.4
～
R4
.3
）
混
雑
時
平
均
旅
行
速
度

※
外
環
整
備
後
は
設
計
速
度
（
80
km
/h
）
とし
て
計
算

京
浜
港

京
浜
港
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【
参
考
】
物
流
・
通
販
運
送
の
円
滑
化
（
京
浜
港
か
ら
の
工
業
団
地
等
へ
の
時
間
短
縮
）

18

•
重
要
物
流
道
路
の
位
置
図
内
で
指
定
さ
れ
て
い
る
「
連
絡
す
る
拠
点
」
と
京
浜
港
間
の
所
要
時
間
は
以
下
の
と
お
り
。

•
外
環
（関
越
～
東
名
）整
備
に
よ
り
6
分
～
1
5
分
短
縮
が
図
ら
れ
、
円
滑
な
物
流
活
動
に
寄
与
。

外 環

【入
間
物
流
セ
ン
タ
ー
】

6分
短
縮

現
況
︓
85
分

整
備
後
︓
79
分

東
京
港

川
崎
港

横
浜
港

【J
R貨
物
北
関
東
ロ
ジ
ス
テ
ィク
ス
】

15
分
短
縮

現
況
︓
65
分

整
備
後
︓
50
分

■
京
浜
港
（
東
京
港
か
ら背
後
圏
の
工
業
団
地
へ
の
時
間
短
縮
）
※
各
工
業
団
地
へ
は
東
京
港
か
らが
最
短
とな
る
た
め
東
京
港
か
らの
所
要
時
間
を
図
上
表
記

単
位
：
分

整
備
前

整
備
後

入
間
物
流
セ
ン
タ
ー

8
5

7
9

-
6

J
R
貨
物
北
関
東
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

6
5

5
0

-
1
5

入
間
物
流
セ
ン
タ
ー

9
7

9
3

-
4

J
R
貨
物
北
関
東
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

7
8

6
4

-
1
4

入
間
物
流
セ
ン
タ
ー

8
9

8
9

0
J
R
貨
物
北
関
東
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

9
0

5
8

-
3
2

横
浜
港

起
終
点

終
点

所
要
時
間

差

東
京
港

川
崎
港

京
浜
港

現
況
ル
ー
ト
（北
関
東
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
）

現
況
ル
ー
ト
（入
間
物
流
セ
ン
タ
ー
）

外
環
整
備
後
ル
ー
ト

出
典
︓
ET
C2
.0
（
R3
.4
～
R4
.3
）
混
雑
時
平
均
旅
行
速
度

※
外
環
整
備
後
は
設
計
速
度
（
80
km
/h
）
とし
て
計
算

※
地
図
は
重
要
物
流
道
路
位
置
図
（
国
土
交
通
省
R4
.4
.1
）
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羽
田
空
港

中
央
道

大
泉
J
C
T

中
央
J
C
T

東
名
J
C
T

中
央
環
状
線外
環
道

外 環 道 外
環
整
備
後
ル
ー
ト

現
況
ル
ー
ト
（
大
泉
J
C
T
）

現
況
ル
ー
ト
（
中
央
J
C
T
）

現
況
76
分

現
況
5
6分

整
備
後
62
分

（
1
4分
短
縮
）

整
備
後
5
4分

（
2
分
短
縮
）

80
4

1,
15

6
1,

34
3

1,
56

4
1,

71
2

1,
81

6
1,

68
2

41
83

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

H
25
年
度

H
26
年
度

H
27
年
度

H
28
年
度

H
29
年
度

H
30
年
度

R1
年
度

R2
年
度

R3
年
度

３
．
観
光
（
羽
田
空
港
か
ら
背
後
圏
へ
の
所
要
時
間
の
バ
ラ
ツ
キ
）

19

•
羽
田
空
港
の
国
際
線
旅
客
数
の
推
移
は
増
加
傾
向
（
R
1
年
度
は
H
2
5
年
度
に
対
し
約
２
倍
に
増
加
）
。

•
外
環
（関
越
～
東
名
）の
整
備
に
よ
り
、
関
東
近
郊
の
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
時
間
の
短
縮
（
2
～
1
4
分
）
や
定
時
性
向
上
が
期
待
。

•
羽
田
空
港
を
訪
れ
る
旅
行
客
の
観
光
地
ア
ク
セ
ス
向
上
に
寄
与
。

■
羽
田
空
港
か
ら観
光
地
へ
の
ア
クセ
ス

■
所
要
時
間
の
短
縮

■
羽
田
空
港
の
国
際
線
旅
客
数
の
推
移

（
万
人
） 出
典
︓
年
度
別
空
港
管
理
状
況
調
書
（
国
土
交
通
省
航
空
局
）

H
25
⇒
R1

約
２
倍
に
増
加

＜
現
状
︓
羽
田
空
港
の
国
際
線
旅
客
数
の
推
移
＞

コロ
ナ
禍
後
は

入
国
制
限
な
どに
よ
り

減
少

起
点

終
点

現
況 ①

外
環
整
備
後

②
差
②
ー
①

羽
田
空
港

大
泉
JC
T

76
分

62
分

－
14
分

中
央
JC
T

56
分

54
分

－
2分

【
外
環
道
整
備
後
の
所
要
時
間
】

出
典
︓
ET
C2
.0
（
R3
.4
～
R4
.3
）
混
雑
時
平
均
旅
行
速
度

※
外
環
整
備
後
は
設
計
速
度
（
80
km
/h
）
とし
て
計
算

【世
界
遺
産
富
岡
製
糸
場
】

群
馬
県
富
岡
市
に
設
立
され
た
日
本
初

の
本
格
的
な
機
械
製
糸
工
場

H
26
年
に
世
界
遺
産
に
登
録

【世
界
遺
産
富
士
山
】

静
岡
、山
梨
の
県
境
に
あ
る
標

高
日
本
一
の
山

H
25
年
に
世
界
遺
産
登
録

【ミ
シ
ュラ
ン
ガ
イ
ド
三
ツ
星

高
尾
山
】

東
京
近
郊
の
八
王
子
市
に
あ
る

標
高
55
9メ
ー
トル
の
山

H
19
年
に
ﾐｼ
ｭﾗ
ﾝｶ
ﾞｲ
ﾄﾞ
三
ツ星

獲
得
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（2） 整備効果検討（地域的視点） 

 

0

整
備
効
果
検
討
（
地
域
的
視
点
）
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現
状

道
路
の
現
状
と
課
題

外
環
整
備
に
よ
る
効
果

①
環
八
の
交
通
量
・
速
度
状
況

○
環
八
の
交
通
量
は
、
約
６
万
台
/
日
の
交
通
量
が
利
用
し
て
お
り
、

都
区
部
平
均
の
約
２
倍
の
交
通
が
集
中

○
混
雑
時
平
均
旅
行
速
度
は
20
km
/
h
未
満
と
な
っ
て
お
り
、
千
葉
外

環
開
通
後
も
交
通
量
、
速
度
に
大
き
な
変
化
は
な
く
課
題
は
残
存

○
外
環
の
整
備
に
よ
り
外
環
に
交
通

が
転
換
し
交
通
課
題
が
改
善

②
環
八
の
交
通
特
性

○
環
八
を
利
用
す
る
交
通
の
約
5
割
が
高
速
道
路
を
利
用
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
関
越
道
、
東
名
高
速
が
約
2
割
を
占
め
る
。

○
交
通
量
を
分
散
す
る
軸
の
整
備
が
必

要

○
外
環
の
整
備
に
よ
り
沿
線
に
用
の

な
い
通
過
交
通
が
転
換

○
沿
線
地
域
に
用
の
な
い
通
過
・
内
外
交

通
の
転
換
を
図
る
軸
の
整
備
が
必
要

①
周
辺
道
路
の
安
心
安
全

○
環
八
が
速
度
低
下
す
る
朝
夕
の
時
間
帯
に
生
活
道
路
の
サ
ン
プ

ル
数
が
増
加
（
環
八
の
抜
け
道
ル
ー
ト
と
想
定
）

○
利
用
数
が
多
い
区
間
に
は
学
校
が
近
接
し
1
5
歳
未
満
の
通
学
中

の
事
故
が
発
生

○
環
八
の
速
度
が
交
通
集
中
な
ど
に
よ

り
低
下
し
た
場
合
、
周
辺
一
般
道
へ
交

通
が
転
換

○
渋
滞

迂
回
に
よ
る
抜
け
道
利
用
交
通

の
排
除
が
必
要

○
外
環
の
整
備
に
よ
り
、
一
般
道
か
ら

環
八
へ
、
環
八
か
ら
外
環
へ
交
通
が

適
切
に
分
散

○
一
般
道
の
交
通
量
減
少
に
よ
る
交

通
事
故
の
削
減
（
安
全
性
向
上
）

地
域
的
視
点
ま
と
め
（
１

/２
）

【 １ 交 通 状 況 】 【 ３ 安 全 安 心 】【 ２ 物 流 】

①
IC
圏
域
の
空
白
地
帯

○
宅
配
便
の
需
要
は
通
販
需
要
等
の
拡
大
に
よ
り
増
加

○
外
環
沿
線
区
の
練
馬
区
、
杉
並
区
は
都
区
部
の
中
で
も
人
口
が

多
く
、
他
の
地
域
に
比
べ
IC
圏
域
の
空
白
地
帯
が
多
く
存
在
。

○
背
後
圏
の
物
流
施
設
な
ど
か
ら
沿
線

地
域
の
企
業
へ
円
滑
に
移
動
す
る
た

め
の
路
線
、
IC
整
備
が
必
要

○
外
環
の
整
備
に
よ
り
、
沿
線
の
ＩＣ

カ
バ
ー
圏
域
が
拡
が
り
、
高
速
道
路

へ
の
ア
ク
セ
ス
性
が
向
上

○
沿
線
企
業
の
円
滑
な
物
流
活
動
を

支
援

1
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2

現
状

道
路
の
現
状
と
課
題

外
環
整
備
に
よ
る
効
果

①
観
光
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス

○
外
環
沿
線
に
は
2
0
2
3
年
開
業
予
定
の
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
施
設
や
東

日
本
最
古
の
国
宝
仏
な
ど
新
旧
の
観
光
施
設
が
存
在

○
今
後
、
新
設
さ
れ
る
こ
と
で
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
施
設
な
ど

へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
必
要

○
沿
線
観
光
施
設
と
背
後
圏
を
最
短
で

結
ぶ
ル
ー
ト
が
課
題

○
外
環
の
整
備
に
よ
り
、
一
般
道
か
ら

環
八
へ
、
環
八
か
ら
外
環
へ
交
通
が

適
切
に
分
散

地
域
的
視
点
ま
と
め
（
２

/２
）

①
救
急
医
療
の
選
択
肢

○
東
京
都
は
搬
送
人
員
が
最
も
多
く
、
搬
送
ま
で
複
数
回
照
会
を
行

う
割
合
も
高
い
。

○
第
三
次
医
療
施
設
へ
円
滑
な
移
動
を

図
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
救
急
医

療
の
選
択
肢
を
増
加
す
る
こ
と
が
課
題

○
速
度
が
高
い
路
線
の
整
備
に
よ
り

第
三
次
医
療
施
設
へ
の
選
択
肢
が

増
加

②
子
供
の
体
験
機
会

○
外
環
沿
線
に
は
小
中
学
校
合
わ
せ
て
約
４
０
０
校
、
６
０
０
０
学
級

の
学
校
が
存
在
し
、
そ
の
大
半
が
沿
線
外
へ
の
校
外
学
習
を
実
施

〇
校
外
学
習
の
移
動
時
に
お
い
て
、
環
八
の
混
雑
に
よ
り
、
現
地
で

の
体
験
時
間
の
損
失
や
、
行
先
の
選
択
肢
が
限
ら
れ
て
い
る
。

○
環
八
の
交
通
量
減
少
、
速
度
向
上

に
よ
り
校
外
学
習
の
現
地
で
の
滞

在
時
間
の
増
加
や
、
校
外
学
習
先

の
選
択
肢
の
増
加
が
期
待

【 ５ 医 療 】 【 ６ そ の 他 】【 ４ 観 光 】

①
バ
ス
の
定
時
性

○
環
八
は
東
西
に
延
び
る
複
数
の
鉄
道
路
線
の
主
要
駅
間
を
南
北

に
結
ぶ
バ
ス
ル
ー
ト
と
し
て
利
用

○
環
八
の
交
通
課
題
（交
通
量
の
多
さ
、

通
過
・
内
外
交
通
の
集
中
）
の
改
善
が

必
要

○
環
八
の
交
通
量
減
少
、
速
度
向
上

に
よ
り
バ
ス
の
定
時
性
の
向
上
が

見
込
ま
れ
る

③
動
物
園
事
業
の
振
興

○
動
物
園
で
は
、
全
国
各
地
と
繁
殖
等
を
目
的
と
し
た
動
物
の
搬
送

や
餌
の
搬
入
等
を
実
施
。

○
動
物
搬
送
時
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
や

物
資
の
速
達
性
向
上
に
つ
な
が
り
、

動
物
園
事
業
の
発
展
振
興
に
寄
与

○
環
八
に
は
主
要
渋
滞
箇
所
が
複
数
存

在
し
て
お
り
、
所
要
時
間
（
最
短
・最

長
）の
差
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
、
定
時

運
行
が
懸
念
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現
状
の
課
題
（
地
域
的
視
点
）
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58
8

59
0

39
5

15
.2

17
.1

18
.7

02468101214161820

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

70
0

環
八

環
七
（
西
）

環
七
（
東
）

混雑時旅行速度
（km/h）

交通量（百台/日）

【平
均
交
通
量
、混
雑
時
旅
行
速
度
】

東
京
都
区
部
主
要
地
方
道
４
車
線
平
均

31
2百
台
/日

１
-１
．
交
通
状
況
（環
八
の
交
通
量
）

4

•
千
葉
外
環
開
通
後
の
外
環
内
側
の
交
通
状
況
は
、
交
通
量
は
・・
・

•
外
環
（
関
越
～
東
名
）に
並
行
す
る
環
八
は
、
都
区
部
平
均
の
約
２
倍
（
5
8
8
百
台
/
日
）
の
交
通
が
集
中
し
、
速
度
は
並
行
す
る
環
七

と
比
べ
て
も
2
～
4
k
m
/
h低
い
（1
5
.2
k
m
/
h）
状
況
。
（警
視
庁
の
渋
滞
判
定
基
準
で
あ
る
2
0
k
m
/
ｈ
を
約
5
k
m
/
h下
回
る
）

•
H
2
7
以
降
の
交
通
状
況
の
変
化
と
し
て
千
葉
外
環
開
通
（
H
3
0
.6
）
、
コ
ロ
ナ
（H
3
1
年
～
）が
あ
る
が
、
現
時
点
の
交
通
量
は
H
2
7
セ
ン

サ
ス
交
通
量
と
同
程
度
で
あ
り
、
課
題
は
変
化
し
て
い
な
い
と
想
定
。

■
H2
7セ
ンサ
ス
交
通
量
（
主
要
地
方
道
以
下
を
着
色
）

凡
例
（
台
/日
）

50
,0
00
以
上

30
,0
00
～
50
,0
00

30
,0
00

そ
の
他
路
線

（
自
専
道
、国
道
）

出
典
）
H
27
全
国
道
路
・街
路
交
通
情
勢
調
査

環 七
環 八

【外
環
（
関
越
～
東
名
）
に
並
行
す
る
環
八
】

交
通
量
︓
58
8百
台
/日

⇒
東
京
都
区
部
平
均
※
の
約
２
倍

速
度
︓
15
.2
km
/h

⇒
並
行
す
る
環
七
と比
べ
て
も
2～
4k
m
/h
遅
い

環
八
南
田
中
交
差
点

環
八
東
名
入
口
交
差
点

※
東
京
都
区
部
平
均
は
東
京
都
区
部
主
要
地
方
道
４
車
線
平
均
（
31
2百
台
/日
）

【環
七
（
西
）
】

交
通
量
︓
59
0百
台
/日

速
度
︓
17
.1
km
/h

【環
七
（
東
）
】

交
通
量
︓
39
5百
台
/日

速
度
︓
18
.7
km
/h

環 八

■
環
八
の
交
通
量
（
コロ
ナ
禍
前
、現
時
点
比
較
）

59
7

59
0

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

70
0

(百
台
/日
)

環
八
（
環
八
五
日
市
）

コロ
ナ
禍
前

（
20
19
年
）

現
時
点

（
20
21
年
）

出
典
警
察
トラ
カン

(コ
ロナ
禍
前
︓
R1
年
10
月
31
日
現
時
点
︓
R3
年
10
月
28
日
）
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28
29

41
40

0102030405060

環
八
東
名
入
口

→
環
八
南
田
中

環
八
南
田
中

→
環
八
東
名
入
口

非
混
雑
時

混
雑
時

(分
)

29
26

45
54

0102030405060

環
八
東
名
入
口

→
環
八
南
田
中

環
八
南
田
中

→
環
八
東
名
入
口

非
混
雑
時

混
雑
時

(分
)

17##152122#141719##14#1622252433#152121363638##142731#45##494118#141513#8899988999789888##15#19221612121316#19
17##172625#131516##12#1317181828#131920323538##142630#47##443818#141715#9910##10#12121210#12#####22#24271611131316#20
16##152223#151720##15#1622252532#131819302931##163230#47##403617#141615#91010##12#17171614#18#####27#26271713161925#30
15##131820#141517##14#1520232432#141920292729##152728#44##433719#151716#101113##20#27221918#24#####27#26281814212735#38
15##131719#131517##13#1420232331#142021292629##152930#47##413618#151817#121416##23#30222021#30#####34#30301917304048#36
16##142020#161821##16#1827292634#152324353436##173931#46##433819#172119#141620##28#31232121#31#####34#32322121394953#37
16##152322#161922##17#1930342836#162424373839##162929#44##443820#192423#192530##36#37262425#39#####41#36342221365055#40
16##142019#161922##17#1929332936#152324373738##142627#41##443818#182221#172228##39#37242122#33#####37#32322017356163#39
16##152020#161822##16#1928312836#152123323335##121926#45##423717#151817#121519##32#36232122#36#####40#33321915274759#39
17##141818#141619##15#1726302734#131919272831##121926#45##453816#131514#101113##23#29201918#27#####34#30291814223344#38
17##141920#131417##13#1419212231#121616242933##121925#41##453816#131413#9911##16#22171614#17#####25#25251612152027#29
17##141921#141619##15#1521222331#142019293235##142830#47##453916#131615#101113##18#25201818#25#####36#32321813151823#27

14##14#1110#2935211532444547493130#364030202915##211914#13##111119#251817#161310#1112#14182433#32#####242935282751595146#3626
12##13#109#2734201431424547492923#313323172815##201812#12##101018#241818#171310#1112#13162231#31#####222532272750595447#3626
14##15#1111#2630181329404446462926#323625182614##211914#12##9917#221717#1511991011#12162231#30#####212429252750564639#3324
16##21#1412#2529181329404547472823#282923172514##20161199888814#181414#121088910#12172231#29#####192228232649503731#2520
16##22#1412#2833201430424547482925#313324172615##19141099888814#181415#1310981011#13172231#28#####182125222441403632#2420
18##25#1613#2937221430434547493129#333827173117##242214#11#99916#201616#15121091011#13182331#29#####202328232547534336#2721
18##27#1713#2936211430424648493028#364232193217##283118#17##121118#231717#171411#1112#13172332#30#####212431252649544545#4028
18##24#1512#2629171329424447482924#334026172916##273018#17##111018#221717#171310#1012#13182331#29#####202328232649574948#4332
17##22#1412#2527171329424447482923#313524172915##232315#11988816#201516#1411991011#13182333#30#####202328232649565047#3926
16##20#1311#2223151228414446482823#303223172714##21181077666714#191415#131088910#12182331#29#####182125212548524842#3525
14##17#1110#2020141227394244462518#262819152413##1713966666713#171314#12988910#12172228#25#####141719182346524537#3020
15##16#1111#2020141227384343442621#293223162212##16131088777714#181415#1411991011#13182226#22#####131720192346534534#2619

１
-２

.交
通
状
況
（環
八
の
速
度
状
況
）

5

•
外
環
（
関
越
～
東
名
）
に
並
行
す
る
環
八
の
昼
間
1
2
時
間
平
均
速
度
は
2
0
k
m
/
h未
満
（
オ
レ
ン
ジ
）
区
間
が
連
続
。

•
特
に
、
高
速
道
路
に
接
続
す
る
交
差
点
（中
の
橋
、
環
八
東
名
入
口
）で
速
度
低
下
が
顕
著
で
あ
り
、
中
の
橋
交
差
点
で
は
１
か
月
の

う
ち
、
渋
滞
し
て
い
る
時
間
帯
が
7
割
を
占
め
る
。
(※
渋
滞
し
て
い
る
時
間
帯
：2
0
ｋ
ｍ
/
ｈ
未
満
で
5
0
0
m
以
上
連
続
し
て
い
る
時
間
帯
を
抽
出
)

•
混
雑
時
と
非
混
雑
時
で
は
所
要
時
間
の
差
が
あ
り
、
混
雑
時
、
外
回
り
で
平
日
が
約
1
.6
倍
増
、
休
日
が
2
倍
以
上
（
非
混
雑
時
比
）、

内
回
り
で
平
日
休
日
と
も
に
約
1
.4
倍
増
（非
混
雑
時
比
）
と
な
っ
て
お
り
、
定
時
性
（
所
要
時
間
の
バ
ラ
ツ
キ
）
に
課
題
。

■
環
八
の
速
度
低
下
、環
八
利
用
の
所
要
時
間

環
八
南
田
中
交
差
点

環
八
東
名
入
口
交
差
点

環 八

中
の
橋
交
差
点

6 時 台

18 時 台

10 時 台

14 時 台

6 時 台

18 時 台

10 時 台

14 時 台

（
東
名
高
速
⇒
関
越
道
）

平
均
速
度

19
.5
km
/h

（
関
越
道
⇒
東
名
高
速
）

平
均
速
度

20
.2
km
/h

出
典
︓
ET
C2
.0
（
R3
.1
0）

※
平
均
速
度
は
全
日
昼
12
時
間
の
平
均
速
度

環
八
南
田
中

中
の
橋

環
八
東
名
入
口

10
km
/h
以
下

20
～
40
km
/h

10
～
20
km
/ｈ

40
km
/h
以
上

高
速
道
路
との
合
流
部

を
先
頭
とし
た

速
度
低
下
が
発
生

高
速
道
路
との
合
流
部

を
先
頭
とし
た

速
度
低
下
が
発
生

【速
度
低
下
箇
所
】

【環
八
利
用
の
所
要
時
間
】

（
平
日
）

（
休
日
）

休
日
は
平
日
に
比
べ

時
間
差
は
少
な
い

南
行
き
は
2倍
以
上
の

時
間
差
が
存
在

（
環
八
南
田
中
交
差
点
～

環
八
東
名
入
口
交
差
点
）

出
典
︓
ET
C2
.0
（
R3
.1
0）

※
非
混
雑
時
は
日
中
12
時
間
の
最
短
時
間
帯

約
6割
増

2倍
以
上

約
4割
増

約
4割
増
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内
々

10
%

内
外

30
%

通
過

61
%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

内
々 7%

内
外

32
%

通
過

61
%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

１
-３
．
交
通
状
況
（
環
八
を
通
行
す
る
大
型
車
交
通
特
性
）

6

•
環
八
を
利
用
す
る
大
型
車
は
、
関
越
や
東
名
を
走
行
す
る
交
通
が
２
割
以
上
存
在
し
、
長
トリ
ッ
プ
の
交
通
が
通
行
。

•
O
D
内
訳
を
見
る
と
、
通
過
交
通
が
６
割
を
占
め
て
い
る
。

■
環
八
の
大
型
車
利
用
経
路
図
（
外
回
り・
平
日
）

■
環
八
の
大
型
車
利
用
経
路
図
（
内
回
り・
平
日
）

＜
経
路
利
用
率
＞

1～
５
％

5～
10
％

10
～
20
％

20
～
30
％

30
％
～

＜
経
路
利
用
率
＞

1～
５
％

5～
10
％

10
～
20
％

20
～
30
％

30
％
～

※
東
京
都
内
を
内
々
とし
て
整
理

高
速
道
路
との
合
流
部

を
先
頭
とし
た

速
度
低
下
が
発
生

関
越
や
東
名
を
２
割
以
上

の
交
通
が
利
用

高
速
道
路
との
合
流
部

を
先
頭
とし
た

速
度
低
下
が
発
生

関
越
や
東
名
を
２
割
以
上

の
交
通
が
利
用

静
岡
県
内
を
走
行
す
る
よ
うな

長
ト
リッ
プ
も
１
割
以
上
存
在

通
過
交
通
が
6割
を
占
め
る

【O
D内
訳
（
外
回
り・
平
日
）
】

【O
D内
訳
（
内
回
り・
平
日
）
】

※
東
京
都
内
を
内
々
とし
て
整
理

出
典
︓
ET
C2
.0
（
R3
.1
0)

※
地
図
は
国
土
地
理
院
地
図

出
典
︓
ET
C2
.0
（
R3
.1
0)

※
地
図
は
国
土
地
理
院
地
図
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8
0
%

5
7%

0
%

1
0%

2
0%

3
0%

4
0%

5
0%

6
0%

7
0%

8
0%

9
0%

1
2

4
,2
5
1

4
,3
0
7

4
,3
2
3

4
,3
8
6

4
,9
5
3

3
,0
0
0

3
,5
0
0

4
,0
0
0

4
,5
0
0

5
,0
0
0

H
2
9

H
30

R
1

R
2

R
3

コロ
ナ
禍
前
に
比
べ

15
％
増
加

２
．
物
流
（
IC
圏
域
の
空
白
地
帯
）

7

■
外
環
周
辺
IC
圏
域

■
IC
カバ
ー
圏
域 【
宅
配
便
取
扱
個
数
の
推
移
】

出
典
）
宅
配
便
取
扱
実
績
に
つ
い
て
（
国
土
交
通
省
R3
）

【東
京
都
区
部
Ｉ
Ｃ
10
分
カバ
ー
割
合
】

外 環 沿 線 ３ 区

外
環
沿
線
３
区
は

他
の
20
区
よ
り

カ
バ
ー
率
が
低
い

ज भ 他 20 区 現
況

現
況

※
割
合
は
IC
か
ら1
0分
の
カバ
ー
面
積
÷
区
面
積

※
IC
カバ
ー
面
積
は
ET
C2
.0
（
R3
.4
～
R4
.3
）
の
混
雑
時
平
均
旅
行
速
度
に
よ
り算
出

出
典
）
速
度
︓
ET
C2
.0
（
R3
.4
～
R4
.3
）
の
混
雑
時
平
均
旅
行
速
度

練
馬
区

杉
並
区

世
田
谷
区

狛
江
市

調
布
市

三
鷹
市

武
蔵
野
市

•
宅
配
便
取
扱
個
数
の
推
移
は
、
近
年
増
加
傾
向
と
な
っ
て
お
り
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
る
と
1
5
％
増
加
（R
3
/
R
1
）
。

•
一
方
、
環
八
沿
線
３
区
（練
馬
区
、
杉
並
区
、
世
田
谷
区
）は
2
3
区
内
で
も
ＩＣ
カ
バ
ー
率
が
低
く
IC
圏
域
の
空
白
地
帯
が
存
在
し
て
お
り
、

背
後
圏
か
ら
沿
線
地
域
へ
の
宅
配
便
の
円
滑
な
搬
送
に
課
題
が
存
在
。

（
百
万
個
）

IC
圏
域
の
空
白
地
帯

⇒
宅
配
便
業
者
も

多
数
存
在

現
況

【I
C1
0分
圏
域
】

※
東
京
都
区
部
以
外
を
薄
い
色
で
着
色

【宅
配
便
業
者
】

ヤ
マ
ト運
輸

佐
川
急
便

日
本
郵
便
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■
沿
線
地
域
の
通
学
中
の
事
故

■
環
八
速
度
と沿
線
一
般
道
サ
ンプ
ル
数
（
朝
7時
台
）

沿
線
の
事
故
発
生
箇
所
（
15
歳
未
満
、通
学
中
）

89
81

79

58
56

48
41

38
37

26

02040608010
0

世 田 谷 区

江 戸 川 区

足 立 区
八 王 子 市

町 田 市

大 田 区

練 馬 区

杉 並 区

板 橋 区

葛 飾 区

３
.安
全
安
心
（抜
け
道
利
用
に
よ
る
沿
線
児
童
な
ど
の
事
故
）

8

•
外
環
沿
線
区
（世
田
谷
区
、
練
馬
区
、
杉
並
区
）は
、
東
京
都
内
で
も
1
5
歳
未
満
の
通
学
中
の
事
故
が
多
い
地
域
。

•
朝
（
7
時
台
）の
環
八
速
度
は
2
0
k
m
/
h未
満
の
区
間
が
多
く
存
在
し
、
並
行
す
る
一
般
道
で
は
抜
け
道
利
用
と
想
定
さ
れ
る
利
用
数
が

多
い
区
間
が
存
在
。

•
利
用
数
が
多
い
区
間
に
は
小
中
学
校
が
近
接
し
1
5
歳
未
満
の
通
学
中
の
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
渋
滞

迂
回
に
よ
る
抜
け
道
利
用
交

通
の
排
除
が
必
要
。

【1
5歳
未
満
の
通
学
中
の
事
故
件
数
ラン
キ
ング
】

※
東
京
都
58
市
区
町
村
の
集
計

（
人
）

出
典
）
交
通
事
故
統
合
デ
ー
タ（
H
29
-R
2）
4年
間
合
計

【環
八
の
速
度
低
下
に
よ
る
抜
け
道
利
用
と

小
中
学
生
の
事
故
イメ
ー
ジ
】 環 八

慢
性
的

な
渋
滞

学
校

迂
回

ル
ー
ト

事
故
発
生
箇
所

※
15
歳
未
満
の
通
学
中
の
事
故

小
中
学
校

環
八
を
迂
回
す
る
交
通
に
よ

り通
学
中
の
事
故
が
発
生

通
常

ル
ー
ト

環
八
沿
線
区
は

東
京
都
内
で
も
通
学
中
の
事

故
件
数
が
多
い
地
域

環
八
沿
線
区
は

東
京
都
内
で
も
通
学
中
の
事

故
件
数
が
多
い
地
域

抜
け
道
と想
定
さ
れ
る
経
路
で

は
15
歳
未
満
の
通
学
中
の

事
故
が
発
生 ＜
環
八
平
均
速
度
＞

＜
一
般
道
サ
ン
プ
ル
数
＞

環
八
の
速
度
低
下

（
20
km
/h
未
満
）
が
顕
著

出
典
）
交
通
事
故
統
合
デ
ー
タ（
H
29
-R
2）
4年
間
合
計

全
道
路
デ
ー
タ（
R3
.1
0)
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５
．
医
療
（救
急
医
療
の
選
択
肢
）

10

•
東
京
都
は
搬
送
人
員
が
最
も
多
く
、
搬
送
ま
で
に
複
数
回
照
会
を
行
う
割
合
も
高
い
。

•
外
環
沿
線
に
は
第
三
次
医
療
施
設
が
点
在
し
て
い
る
が
、
沿
線
７
区
市
の
環
八
沿
線
は
第
三
次
医
療
施
設
か
ら
一
定
の
距
離
が
あ
り

近
く
の
医
療
機
関
、
ま
た
は
他
の
医
療
機
関
を
選
択
す
る
際
に
救
急
搬
送
が
懸
念
。

■
都
道
府
県
別
重
症
者
以
上
搬
送
人
員
ラン
キ
ング

【都
道
府
県
別
重
症
者
以
上
搬
送
人
員
ラン
キ
ング

上
位
５
位
】

う
ち
４
回
以
上

照
会
を
行
っ
た

割
合

7
.8
％

2.
1
％

5.
0
％

2.
3
％

4.
8
％

出
典
）
救
急
搬
送
に
お
け
る
医
療
機
関
の
受
入
状
況
等
実
態
調
査
の
結
果
（
総
務
省
R2
年
）

杉
並
区

狛
江
市

調
布
市

武
蔵
野
市

世
田
谷
区

三
鷹
市

練
馬
区

杏
林
大
学
医
学
部

附
属
病
院

武
蔵
野

赤
十
字
病
院

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー

東
京
医
科
大
学

日
本
大
学
医
学
部

付
属
板
橋
病
院

日
本
医
科
大
学

武
蔵
小
杉
病
院

環 八

外 環

※
外
環
沿
線
７
区
市
周
辺
の
第
三
次
医
療
施
設
名
を
記
載

※
3k
m
は
隣
接
す
る
施
設
との
距
離
関
係
を
把
握
す
る
た
め
に

設
定
した
距
離

第
三
次
医
療
施
設

【図
中
の
凡
例
】

沿
線
７
区
市
境

第
三
次
医
療
施
設
か
ら3
km

■
外
環
沿
線
の
第
三
次
医
療
施
設

沿
線
７
区
市
の
環
八
沿
線

は
第
三
次
医
療
施
設
か
ら

一
定
の
距
離
が
あ
る
状
況

42
33

24
21

18

01020304050

東
京
都

神
奈
川
県

埼
玉
県

北
海
道

千
葉
県

（
千
人
）

東
京
都
は
搬
送
人
員
が
多
く

搬
送
ま
で
に
複
数
回
照
会
を

行
う割
合
も
高
い
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024681012

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

運行本数（本）

時
刻
（
時
）

北
行
き（

芦
花
公
園
・北
野
→
荻
窪
駅
）

南
行
き
（
荻
窪
駅
→
芦
花
公
園
・北
野
）

６
．
そ
の
他
（
バ
ス
の
定
時
性
）

11

•
環
状
８
号
線
は
東
西
に
延
び
る
複
数
の
鉄
道
路
線
の
主
要
駅
間
を
南
北
に
結
ぶ
バ
ス
ル
ー
ト
と
し
て
利
用
。

•
環
状
８
号
線
に
は
主
要
渋
滞
箇
所
が
複
数
存
在
し
て
お
り
、
所
要
時
間
（最
短
・最
長
）の
差
に
バ
ラ
ツ
キ
が
存
在
。

•
外
環
（関
越
～
東
名
）が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、
環
状
８
号
線
の
混
雑
が
緩
和
さ
れ
、
バ
ス
の
定
時
性
向
上
が
期
待
。

■
環
状
８
号
線
周
辺
の
バ
ス
ル
ー
ト

荻
窪
駅

高
井
戸
駅

芦
花
公
園
駅

吉
祥
寺

中
央
道

環 状 ８ 号 線

中
央
線

出
典
︓
関
東
バ
ス
H
P

所
要
時
間

算
出
区
間

出
典
関
東
バ
ス
Ｈ
Ｐ
（
時
間
帯
は
高
井
戸
駅
出
発
時
間
で
整
理
）

7時
～
21
時
に
は

10
分
に
1本
以
上

の
ペ
ー
ス
で
運
行

【環
状
８
号
線
利
用
バ
ス
路
線
運
行
本
数
（
荻
窪
駅
南
口
～
芦
花
公
園
駅
】

22
21

25
27

051015202530

北
行
き

南
行
き

最
短
所
要
時
間

最
長
所
要
時
間

【荻
窪
駅
南
口
～
芦
花
公
園
駅
の
バ
ス
ダイ
ヤ
の
所
要
時
間
の
バ
ラツ
キ
】

バ
ラツ
キ

3分
バ
ラツ
キ

6分

バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
に
お
い
て

最
大
６
分
の
バ
ラ
ツ
キ
が
存
在

出
典
︓
首
都
圏
渋
滞
ボ
トル
ネ
ック
対
策
協
議
会
資
料

出
典
︓
関
東
バ
ス
H
P

※
地
図
は
国
土
地
理
院
地
図

主
要
渋
滞
箇
所

バ
ス
ル
ー
ト(
荻
54
 荻
窪
駅
南
口
～
芦
花
公
園
駅
)

(分
)
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12

整
備
効
果
（
地
域
的
視
点
）
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１
．
周
辺
一
般
道
に
お
け
る
交
通
状
況
の
変
化

13
出
典
）
東
京
外
か
く環
状
道
路
（
三
郷
南
IC
～
高
谷
JC
T）
開
通
後
の
整
備
効
果

（
R1
.1
2.
25
）

•
千
葉
外
環
開
通
後
の
周
辺
一
般
道
は
、
減
少
傾
向
と
な
っ

て
い
る
。

•
外
環
（関
越
～
東
名
）の
整
備
に
よ
り
、
並
行
す
る
一
般
道

の
交
通
量
の
減
少
が
期
待
さ
れ
る
。



第４章 説明資料の作成及び空撮 
 

 

 

 

4-36 

 

 

75
%

60
%

73
%

0%20
%

40
%

60
%

80
%

２
．
物
流
（
IC
圏
域
の
空
白
地
帯
）

14

■
外
環
沿
線
区
の
人
口

【東
京
都
区
部
Ｉ
Ｃ
10
分
カバ
ー
割
合
】

外 環 沿 線 ３ 区

外
環
沿
線
３
区
は

他
の
20
区
よ
り

カ
バ
ー
率
が
低
い

ज भ 他 20 区

外 環 沿 線 ３ 区

現
況

現
況

整
備
後

外
環
（
関
越
～
東

名
）
整
備
に
よ
り

13
ポ
イ
ン
ト
向
上

※
割
合
は
IC
か
ら1
0分
の
カバ
ー
面
積
÷
区
面
積

•
外
環
（関
越
～
東
名
）の
整
備
に
よ
り
、
新
規
IC
整
備
に
よ
り
IC
1
0
分
カ
バ
ー
割
合
が
拡
が
り
そ
の
他
2
0
区
と
同
程
度
に
改
善
。

•
沿
線
に
点
在
す
る
宅
配
便
業
者
（ヤ
マ
ト、
佐
川
、
日
本
郵
便
）の
IC
1
0
分
到
達
施
設
数
も
増
加
。

•
今
後
も
需
要
増
加
が
見
込
ま
れ
る
宅
配
便
取
扱
や
沿
線
企
業
活
動
に
対
し
、
背
後
圏
の
物
流
拠
点
な
ど
か
ら
沿
線
企
業
に
円
滑
な

物
流
活
動
を
支
援

【宅
配
便
業
者
Ｉ
Ｃ
10
分
カバ
ー
施
設
数
】

現
況
1
0分

外
環

整
備
後
10
分

練
馬
区

34
44

10
2
9%

杉
並
区

26
41

15
5
8%

世
田
谷
区

81
82

1
1%

武
蔵
野
市

0
3

3
（
－
）

三
鷹
市

6
15

9
15
0%

調
布
市

18
19

1
6%

狛
江
市

0
0

0
（
－
）

到
達
施
設
数

市
区

増
加
数

増
加
率

練
馬
区

杉
並
区

世
田
谷
区

狛
江
市

調
布
市

三
鷹
市

武
蔵
野
市

IC
圏
域
が
拡
大

現
況

【I
C1
0分
圏
域
】

※
東
京
都
区
部
以
外
を
薄
い
色
で
着
色

【宅
配
便
業
者
】

ヤ
マ
ト運
輸

佐
川
急
便

日
本
郵
便

整
備
に
よ
り増
加
す
る
圏
域

出
典
）
現
況
は
ET
C2
.0
（
R3
.4
～
R4
.3
）
の
混
雑
時
平
均
旅
行
速
度

整
備
後
は
現
況
＋
外
環
（
設
計
速
度
80
km
/h
）
に
よ
り算
出

出
典
）
現
況
は
ET
C2
.0
（
R3
.4
～
R4
.3
）
の
混
雑
時
平
均
旅
行
速
度

整
備
後
は
現
況
＋
外
環
（
設
計
速
度
80
km
/h
）
に
よ
り算
出
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３
．
安
全
安
心
（周
辺
一
般
道
の
事
故
減
少
、
環
境
改
善
）

15

•
千
葉
外
環
開
通
後
の
周
辺
の
主
要
道
路
（市
川
松
戸
線
・

松
戸
原
木
線
）の
交
通
事
故
は
約
３
割
減
少
し
て
お
り
、
自

動
車
だ
け
で
な
く
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
安
全
性
も
向
上
。

•
外
環
（関
越
～
東
名
）の
整
備
に
よ
り
、
並
行
す
る
一
般
道

の
交
通
量
の
減
少
に
よ
る
安
全
性
の
向
上
、
環
境
改
善
が

期
待
さ
れ
る
。

出
典
）
東
京
外
か
く環
状
道
路
（
三
郷
南
IC
～
高
谷
JC
T）
開
通
後
の
整
備
効
果

（
R1
.1
2.
25
）
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選
択
肢
が

1
箇
所
増
加

選
択
肢
が

２
箇
所
増
加

選
択
肢
が

３
箇
所
以
上
増
加

選
択
肢
増
加

合
計

選
択
肢
の

増
加
割
合

①
②

③
④

⑤
＝
②
＋
③
＋
④

⑤
÷
①

世
田
谷
区

9
3
.8

2
4
.9

1
.4

1
.0

2
7.
3

2
9
%

練
馬
区

7
8
.3

3
3
.6

0
.3

1
.3

3
5.
3

4
5
%

杉
並
区

5
9
.6

1
2
.3

0
.4

0
.0

1
2.
6

2
1
%

武
蔵
野
市

1
5
.8

0
.0

0
.0

0
.0

0.
0

0
%

三
鷹
市

1
9
.7

4
.7

1
.8

1
.8

8.
3

4
2
%

調
布
市

2
4
.5

1
.3

0
.2

0
.0

1.
4

6
%

狛
江
市

8
.7

0
.0

0
.0

0
.0

0.
0

0
%

合
計

3
0
0
.3

7
6
.8

4
.0

4
.0

8
4
.9

2
8
%

沿
線
７
区
市

全
人
口

(万
人
）

選
択
肢
増
加
医
療
施
設
数
と
増
加
人
口
（
単
位
：
万
人
）

５
．
医
療
（救
急
医
療
の
選
択
肢
）

17

•
東
京
都
は
搬
送
人
員
が
最
も
多
く
、
搬
送
ま
で
に
複
数
回
照
会
を
行
う
割
合
も
高
い
。

•
外
環
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
沿
線
区
市
の
約
8
5
万
人
の
方
が
第
三
次
医
療
施
設
の
選
択
肢
が
増
加
。
特
に
沿
線
市
で
あ
る
世
田
谷

区
（
約
3
割
）や
練
馬
区
（約
5
割
）、
三
鷹
市
（約
4
割
）は
大
き
く
増
加
。

•
外
環
（
関
越
～
東
名
）が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
沿
線
住
民
の
救
急
搬
送
へ
寄
与
。

■
沿
線
区
市
へ
の
第
三
次
医
療
施
設
選
択
肢
の
増
加

【選
択
肢
増
加
数
と沿
線
区
市
の
人
口
増
加
数
】

選
択
肢
が
３
箇
所
増
加

選
択
肢
が
２
箇
所
増
加

【整
備
に
よ
り3
0分
圏
域
が
拡
が
り第
三
次
医
療
の

選
択
肢
が
増
加
す
る
数
】

選
択
肢
が
１
箇
所
増
加

杏
林
大
学
医
学
部

附
属
病
院

武
蔵
野

赤
十
字
病
院

東
京
医
療
セ
ンタ
ー

東
京
医
科
大
学

※
選
択
肢
が
増
え
た
ﾒｯ
ｼｭ
を
着
色

※
沿
線
７
区
市
周
辺
の
医
療
施
設
名
を
記
載

選
択
肢
が
１
～
３
箇
所

増
加
す
る
人
口

84
.9
万
人

出
典
）
人
口
︓
国
勢
調
査
（
H
27
年
度
）

速
度
︓
現
況
は
ET
C2
.0
（
R3
.4
～
R4
.3
）
の
混
雑
時
平
均
旅
行
速
度

整
備
後
は
現
況
＋
外
環
（
設
計
速
度
80
km
/h
）
に
よ
り算
出

杉
並
区

狛
江
市

調
布
市

武
蔵
野
市

第
三
次
医
療
施
設

凡
例

沿
線
７
区
市
境

世
田
谷
区

三
鷹
市

練
馬
区

：
選
択
肢
増
加
が

3割
以
上
の
区
市
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024681012

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

運行本数（本）

時
刻
（
時
）

北
行
き（

芦
花
公
園
・北
野
→
荻
窪
駅
）

南
行
き
（
荻
窪
駅
→
芦
花
公
園
・北
野
）

６
-１
．
そ
の
他
（
バ
ス
の
定
時
性
）

18

•
環
状
８
号
線
は
東
西
に
延
び
る
複
数
の
鉄
道
路
線
の
主
要
駅
間
を
南
北
に
結
ぶ
バ
ス
ル
ー
ト
と
し
て
利
用
。

•
環
状
８
号
線
に
は
主
要
渋
滞
箇
所
が
複
数
存
在
し
て
お
り
、
所
要
時
間
（最
短
・最
長
）の
差
に
バ
ラ
ツ
キ
が
存
在
。

•
外
環
（関
越
～
東
名
）が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、
環
状
８
号
線
の
混
雑
が
緩
和
さ
れ
、
バ
ス
の
定
時
性
向
上
が
期
待
。

■
環
状
８
号
線
周
辺
の
バ
ス
ル
ー
ト

荻
窪
駅

高
井
戸
駅

芦
花
公
園
駅

吉
祥
寺

中
央
道

環 状 ８ 号 線

中
央
線

出
典
︓
関
東
バ
ス
H
P

所
要
時
間

算
出
区
間

出
典
︓
関
東
バ
ス
Ｈ
Ｐ
（
時
間
帯
は
高
井
戸
駅
出
発
時
間
で
整
理
）

7時
～
21
時
に
は

10
分
に
1本
以
上

の
ペ
ー
ス
で
運
行

【環
状
８
号
線
利
用
バ
ス
路
線
運
行
本
数
（
荻
窪
駅
南
口
～
芦
花
公
園
駅
】

22
21

25
27

051015202530

北
行
き

南
行
き

最
短
所
要
時
間

最
長
所
要
時
間

【荻
窪
駅
南
口
～
芦
花
公
園
駅
の
バ
ス
ダイ
ヤ
の
所
要
時
間
の
バ
ラツ
キ
】

バ
ラツ
キ

3分
バ
ラツ
キ

6分

バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
に
お
い
て

最
大
６
分
の
バ
ラ
ツ
キ
が
存
在

出
典
︓
首
都
圏
渋
滞
ボ
トル
ネ
ック
対
策
協
議
会
資
料

主
要
渋
滞
箇
所

バ
ス
ル
ー
ト(
荻
54
 荻
窪
駅
南
口
～
芦
花
公
園
駅
)

(分
)

出
典
︓
関
東
バ
ス
H
P

※
地
図
は
国
土
地
理
院
地
図
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4.2.2  沿線区市の整備効果資料（案）  

 

事
業
の
概
要
（
首
都
圏
三
環
状
道
路
）

1

凡
例

開
通
済
区
間

２
車
線

事
業
中

４
車
線

首
都
高

※
３
環
状
９
放
射
除
く

６
車
線
以
上

•
首
都
圏
三
環
状
道
路
は
、
都
心
部
の
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
の
緩
和
及
び
、
環
境
改
善
へ
の
寄
与
等
を
図
り
、
さ
ら
に
、
我
が
国
の

経
済
活
動
の
中
枢
に
あ
た
る
首
都
圏
の
経
済
活
動
と
く
ら
し
を
支
え
る
社
会
資
本
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
道
路
。

•
近
年
の
開
通
に
よ
り
、
首
都
圏
全
体
の
生
産
性
を
高
め
る
重
要
な
ネ
ッ
トワ
ー
ク
と
し
て
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
発
揮
。

（圏
央
道
は
約
９
割
が
開
通
済
み
。
外
環
道
は
約
６
割
が
開
通
済
み
。
中
央
環
状
線
は
全
線
開
通
済
み
。
）

東
京
外
環

（
関
越
～
東
名
）

東
京
外
環

（
関
越
～
東
名
）

平
成
2
9
年

2
月
2
6
日
開
通

平
成
3
0
年

6
月
2
日
開
通

松
尾
横
芝
Ｊ
Ｃ
Ｔ

令
和
６
年
度
※
2

平
成
2
9
年

3
月
1
8
日
開
通

平
成
3
0
年

3
月
1
0
日
開
通

生
麦
J
CT

晴
海

港
北
J
CT

※
１
Ｒ
２
財
政
投
融
資
活
用
予
定
箇
所

※
２
用
地
取
得
等
が
順
調
な
場
合

※
開
通
見
込
み
年
度
は
令
和
２
年
７
月
時
点
の
公
表
資
料
よ
り

○
東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
外
環
道
）

◆
都
心
か
ら
約
１
５
ｋ
ｍ
、
延
長
約
８
５
ｋ
ｍ

○
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
（
圏
央
道
）

◆
都
心
か
ら
半
径
約
４
０
～
６
０
ｋ
ｍ

延
長
約
３
０
０
ｋ
ｍ

○
首
都
高
速
中
央
環
状
線
（中
央
環
状
線
）

◆
都
心
か
ら
約
８
ｋ
ｍ
、
延
長
約
４
７
ｋ
ｍ

N

令
和
６
年
度
※
1

令
和
７
年
度
※
1

釜
利
谷
J
C
T

藤
沢
IC

（
仮
称
）栄
IC
・J
C
T

（
仮
称
）戸
塚
IC
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事
業
の
概
要
（
外
環
（
関
越
～
東
名
）
）

2

環 状 ８ 号 線

環 状 ７ 号 線

（
仮
称
）
東
名
J
C
T

（
仮
称
）
中
央
J
C
T大
泉
J
C
T

中 央 環 状 線

(仮
称
)東
八
道
路
IC

(仮
称
)青
梅
街
道
IC

(仮
称
)目
白
通
り
IC

20

17
25
4

24
6

40
9

15

至
埼
玉

至 山 梨

至
神
奈
川

至 都 心 部

至
神
奈
川

至
埼
玉

東
京
都
練
馬
区
大
泉
町

と
う
き
ょ
う

ね
り
ま

お
お
い
ず
み
ま
ち

東
京
都
世
田
谷
区
宇
奈
根

と
う
き
ょ
う

せ
た
が
や

う
な

ね

延
長

1
6
.2
km

東 京 外 か く 環 状 道 路 （ 関 越 〜 東 名 ）

計
画
延
長
・
幅
員
：
1
6
.2
km
・
4
0
.0
～
9
8
.0
ｍ

車
線

数
：
６
車
線

計
画
交
通
量
：
7
2
,6
0
0
～
9
2
,2
0
0
台
/
日

事
業

化
：
平
成
２
１
年
度

事
業

費
：
2
兆
3
,5
7
5
億
円

•
首
都
圏
の
慢
性
的
な
渋
滞
の
緩
和

•
沿
道
環
境
の
改
善

•
周
辺
の
生
活
道
路
の
安
全
性
の
向
上

•
企
業
活
動
へ
の
支
援

•
臨
海
部
（羽
田
空
港
等
）と
の
ア
ク
セ
ス
性
向
上

•
外
環
（
関
越
～
東
名
）は
、
関
越
自
動
車
道
と
接
続
し
、
住
宅
地
等
の
市
街
地
を
通
過
し
、
東
名
高
速
道
路
へ
接
続
し
て
い
る
。

計
画
の
概
要

目
的

区
間
：
自
）
東
京
都
練
馬
区
大
泉
町

至
）
東
京
都
世
田
谷
区
宇
奈
根

と
う
き
ょ
う

ね
り
ま

お
お
い
ず
み
ま
ち

と
う
き
ょ
う

せ
た
が
や

う
な
ね

位
置
図

平
面
図

標
準
横
断
図凡

例

高
速
道
路
（
供
用
中
）

高
速
道
路
（
事
業
中
）

高
速
道
路
（
計
画
中
）

首
都
高

一
般
国
道

主
要
地
方
道

一
般
都
道
府
県
道

92
,2
0
0台
/
日

72
,6
00
台
/
日

東
京
外
か
く
環
状
道
路

（
関
越
～
東
名
）

延
長
1
6
.2
km

D
RM
リン
クよ
り作
成
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杉
並
区
周
辺
の
交
通
状
況
（
環
八
）

3

•
外
環
（関
越
～
東
名
）に
並
行
す
る
環
八
で
は
、
高
速
道
路
と
の
交
差
部
周
辺
で
交
通
渋
滞
が
発
生
。

•
環
八
の
杉
並
区
区
間
で
は
主
要
渋
滞
箇
所
が
多
数
存
在
。

•
事
故
類
型
は
車
両
相
互
の
追
突
事
故
が
多
く
、
全
体
の
約
７
割
。

■
事
故
類
型

至
都
心
部

東
京
外
か
く
環
状
道
路
（関
越
～
東
名
）
延
長
16
.2
km

中 の 橋

環 八 南 田 中

凡
例

高
速
道
路
（
供
用
中
）

高
速
道
路
（
事
業
中
）

一
般
国
道

主
要
地
方
道

都
道
等

主
要
な
信
号
交
差
点

主
要
渋
滞
箇
所

■
渋
滞
状
況
（中
の
橋
交
差
点
付
近
）

出
典
交
通
事
故
デ
ー
タ
（
H
2
7
－
H
3
0
）

66

12
020406080

整
備
前

整
備
後

約
５
４
分
短
縮

見
込
み

■
関
越
道
⇒
東
名
高
速
の
所
要
時
間

出
典
整
備
前
：
H
2
7
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
を
用
い
て
算
出

整
備
後
：
外
環
は
設
計
速
度
を
用
い
て
算
出

至
練
馬
区

至
大
田
区

至
大
田
区

至
練
馬
区

写
真
①

写
真
②

写
真
①

写
真
②

谷 原

（
分
）

旅
行

速
度

（
km
／
ｈ
）

外 回 り

交
通
事
故

死
傷
事
故
率

（
件
/
億
台
キ
ロ
）

７
時

９
時

１
１
時

１
３
時

１
５
時

１
７
時

７
時

９
時

１
１
時

１
３
時

１
５
時

１
７
時

内 回 り

0
～
2
0
km
/
h

2
0
～
3
0
km
/
h

3
0
～
4
0
km
/
h

4
0
km
/
h
以
上

東
京
都
平
均
9
1
件
/
億
台
キ
ロ

※
主
要
渋
滞
箇
所
：
交
通
デ
ー
タ
や
地
域
の
声
等
を
基
に
渋
滞
対
策
協
議
会
に
お
い
て
特
定
し
た
、
地
域
全
体
と
し
て
渋
滞
を
実
感
し
て
い
る
箇
所

※
旅
行
速
度
：
信
号
の
待
ち
時
間
等
も
含
め
た
、
移
動
に
実
際
に
か
か
っ
た
時
間
か
ら
求
め
た
速
度

※
交
通
事
故
死
傷
事
故
率
：
1
台
の
自
動
車
が
1
km
の
道
路
区
間
を
1
億
回
走
行
し
た
と
き
に
発
生
す
る
事
故
件
数

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

出
典
交
通
事
故
デ
ー
タ
（
H
2
7
－
H
3
0
）出
典
E
T
C
2
.0

プ
ロ
ー
ブ
デ
ー
タ

（
H
3
1
.1
～
R
1
.1
2
（全
日
）
）

撮
影
日
：
平
成
3
1
年
3
月

車
両
相
互
（
追
突
）

車
両
相
互
（
出
会
頭
）

車
両
相
互
（
右
左
折
）

車
両
相
互
（
そ
の
他
）

車
両
単
独

人
対
車
両

車
両
相
互
の
追
突
事
故
が

約
７
割

（
1
,1
3
2
件
中
7
4
3
件
）

7
4
3
件

（
6
6
%
）

8
4
件

（
7
%
）

1
2
7
件

（
1
1
%
）

1
0
9
件

（
1
0
%
）

1
5
件

（
1
%
）
5
4
件

（
5
%
）

16
#
#
17

#
10

#
#
42
24
16
34

#
#

#
51

33
.78
01
4
36
#
38
.1
41

36
.18
2
22
.6
30
15
#
#

27
.35
35
.02
9
22
.96

#
27
#
#
17
14

26
.35
4
#

33
24
#
#
24
19
14

#
14

15
18
25

33
.9
#
31

#
#
#
#

#
#
35
29
29

52
56
.80
04
32
25

47
#
24
.16
9
36
48

#
#
#
#
#
23
#
#
#
#

13
#
#
14

#
9
#
#
41
24
15
34

#
#

#
51

32
.92
40
1
32
#

37
41

34
.75
4
21
.5
31
16
#
#
26
.91
3
31
.11
3
19
.69

#
20
#
#
14
11

23
.06
7
#

28
21
#
#
23
18
13

#
13

15
17
.2
24
33
.02

#
30

#
#
#
#

#
#
32
27
28

52
55
.93
82
12
13

46
#
24
.10
3
35
46

#
#
#
#
#
23
#
#
#
#

15
#
#
16

#
10

#
#
35
20
14
32

#
#

#
49

30
.62
84
7
30
#
35
.7
39

32
.21
4
20
.5
30
15
#
#
25
.70
2
28
.46
8
19
.17

#
19
#
#
13
11

19
.70
6
#

24
18
#
#
19
15
12

#
13

14
17
.3
23
32
.36

#
29

#
#
#
#

#
#
30
25
28

50
51
.50
43
23
44

41
#
22
.53
8
32
42

#
#
#
#
#
22
#
#
#
#

16
#
#
19

#
11

#
#
34
20
14
31

#
#

#
47

29
.42
75
8
28
#
34
.2
37

28
.60
1
18
.9
26
14
#
#

22
.62
21
.84
9
14
.82

#
13
#
#
10
9.5

15
.96
4
#

19
15
#
#
15
11

9
#
11

13
16
.8
23
31
.19

#
28

#
#
#
#

#
#
28
24
26

49
48
.52
01
38
87

36
#
19
.88
9
31
39

#
#
#
#
#
21
#
#
#
#

17
#
#
21

#
11

#
#
37
21
15
32

#
#

#
47

28
.88
22
7
27
#
31
.8
34

26
.98
5
18
25
14
#
#
20
.55
5
18
.05
5
12
.29

#
10
9
9

8
8.8

14
.47
3
#

17
14
#
#
14
11

9
#
11

13
17
.1
23
30
.77

#
27

#
#
#
#

#
#
27
23
26

49
48
.38
03
74
94

34
#
19
.58
9
31
40

#
#
#
#
#
21
#
#
#
#

18
#
#
23

#
12

#
#
39
22
15
32

#
#

#
49

31
.04
19
7
29
#
33
.9
37

29
.99
2
18
.9
27
14
#
#
22
.31
5
20
.89
3
14
.93

#
13
#
#
10
10

16
.51
7
#

19
16
#
#
16
12
10

#
12

13
17
.2
23

31
.3
#
28

#
#
#
#

#
#
28
24
27

51
52
.22
43
77
13

36
#
20
.02
2
33
44

#
#
#
#
#
23
#
#
#
#

18
#
#
23

#
12

#
#
38
22
14
32

#
#

#
51

31
.79
05
8
31
#
35
.9
41

34
.54
20
.6
30
16
#
#
24
.55
6
27
.37
8
18
.98

#
19
#
#
14
11

19
.16
6
#

22
18
#
#
19
14
11

#
13

14
17
.7
23
31
.03

#
28

#
#
#
#

#
#
29
25
27

50
53
.28
46
70
71

45
#
23
.82
7
33
44

#
#
#
#
#
22
#
#
#
#

17
#
#
21

#
12

#
#
35
20
14
31

#
#

#
49

30
.83
84
5
29
#
34
.4
40

31
.71
4
19
.8
30
15
#
#

25
.16
27
.15
3
18
.71

#
20
#
#
13
11

18
.82
8
#

22
17
#
#
18
14
11

#
12

14
18
.2
24
31
.63

#
28

#
#
#
#

#
#
28
24
26

50
54
.26
51
96
61

45
#

23
.6
32
42

#
#
#
#
#
22
#
#
#
#

16
#
#
19

#
11

#
#
33
19
14
31

#
#

#
48

28
.67
14
4
25
#
32
.1
36

27
.97
9
18
.9
28
14
#
#
23
.94
9
24
.63
3
16
.13

#
14
#
#
10
9.4

16
.47
8
#

20
16
#
#
16
12
10

#
11

13
17
.6
24

31
.5
#
28

#
#
#
#

#
#
27
23
26

51
52
.85
47
21
7
43

#
22
.56

32
43

#
#
#
#
#
23
#
#
#
#

16
#
#
19

#
11

#
#
31
18
14
30

#
#

#
47

27
.66
85
8
22
#

30
33

25
.70
9
17
.6
26
14
#
#
21
.22
7
19
.35
9
13
.05

#
9
8
8

7
8

14
.11
6
#

17
14
#
#
13
10

8
9
10

12
17
.7
24
30
.95

#
27

#
#
#
#

#
#
24
21
25

50
53
.01
98
11
8
42

#
21
.88
4
32
43

#
#
#
#
#
23
#
#
#
#

16
#
#
18

#
11

#
#
27
17
13
29

#
#

#
44

25
.62
80
6
20
#
26
.8
29

22
.99
8
16
23
13
#
#
17
.35
8
14
.00
6
10
.57

9
8
7
7

7
7.3

12
.84
8
#

15
13
#
#
11

9
8
9
9

12
16
.8
23
28
.66

#
24

#
#
#
#

#
#
21
19
24

49
51
.04
54
09
02

36
#
19
.55
2
32
43

#
#
#
#
#
22
#
#
#
#

17
#
#
19

#
11

#
#
28
17
13
30

#
#

#
45

28
.34
03
6
25
#
29
.9
32

26
.52
2
17
24
13
#
#
18
.10
2
15
.35
1
12
.31

#
10
9
8

8
8.4

14
.10
9
#

17
14
#
#
14
11

9
#
10

12
17
.3
23

26
#
22

#
#
#
#

#
#
21
19
24

48
52
.61
27
27
23

38
#
20
.00
5
34
45

#
#
#
#
#
22
#
#
#
#

環
状
８
号
線

外
環

東
名
J
C
T

中
央
J
C
T

大
泉
J
C
T

20

25
4

24
6

40
9

至
神
奈
川

至
埼
玉

環 八 東 名 入 口

#
#
#
18

#
28

#
#
16
18

#
15

#
#

#
29

27
.74
85
9
37
#
16
.8
#
23
.64
04
40
.1
41
41
#
#
16
.92
59

36
.46

32
.74

#
47
#
#
50
42

18
.33
34
#

15
16
#

10
10
10
#
#
10
#
12

12
.3
11
9.9
25
#
11

#
#
#
#
#
#
20
22
15

13
13
.81
27
56
55

16
19

14
.39
6
18

#
#
#
#
#
31
#
#
#
#

#
#
#
18

#
28

#
#
15
16

#
14

#
#

#
25

25
.43
96
4
36
#
15
.6
#
22
.98
69
37
.8
39
41
#
#
16
.32
8
32
.45

31
.95

#
48
#
#
48
41

17
.18
41
#

15
17
#

10
10
11
#
#
11
#
14

14
12

11
.3
#
13

#
#
#
#
#
#
22
25
14

12
14
.40
07
10
07

18
22

15
.33
8
20

#
#
#
#
#
32
#
#
#
#

#
#
#
18

#
28

#
#
16
18

#
16

#
#

#
31

27
.16
32
8
35
#
14
.9
#
22
.22
06
34
.7
36
38
#
#
16
.76
27

33
.15

31
.46

#
46
#
#
46
40

17
.79
35
#

15
17
#

10
11
12
#
#
14
#
20

18
.6
16
15
.64

#
19

#
#
#
#
#
#
25
26
17

14
21
.09
91
42
62

29
31

19
.63
24

#
#
#
#
#
33
#
#
#
#

#
#
#
15

#
24

#
#
14
15

#
13

#
#

#
23

23
.14
31
2
32
#
14
.2
#
21
.07
05
32
.5
34
37
#
#
15
.80
24

30
.11

30
.28

#
45
#
#
43
39

18
.41
23
#

15
18
#

12
13
15
#
#
20
#
26

20
.9
18
17
.91

#
23

#
#
#
#
#
#
26
27
17

16
25
.03
83
84
37

35
34

19
.93
4
24

#
#
#
#
#
32
#
#
#
#

#
#
#
14

#
23

#
#
14
15

#
13

#
#

#
23

23
.38
38
33
#

15
#
22
.23
57
34
.4
36
38
#
#
15
.32
82

29
.05

29
.56

#
45
#
#
42
39

18
.89
99
#

16
19
#

13
15
18
#
#
24
#
29

22
.3
20
20
.09

#
25

#
#
#
#
#
#
28
28
18

17
25
.95
17
97
73

35
33

18
.31
4
23

#
#
#
#
#
32
#
#
#
#

#
#
#
15

#
25

#
#
16
19

#
16

#
#

#
30

27
.48
38
2
37
#
16
.6
#
24
.36
49
37
.9
38
40
#
#
16
.08
28

31
.64

29
.71

#
45
#
#
42
40

19
.92
33
#

19
24
#

17
21
25
#
#
31
#
34

24
.6
22
23
.07

#
30

#
#
#
#
#
#
32
31
20

20
33
.07
47
46
85

44
37

19
.31
1
25

#
#
#
#
#
34
#
#
#
#

#
#
#
17

#
26

#
#
19
22

#
19

#
#

#
40

30
.79
54
7
38
#

17
#
24
.81
45
39
.2
39
40
#
#
17
.08
8

34
.1
30
.43

#
47
#
#
46
41

20
.55
14
#

20
26
#

19
25
30
#
#
37
#
37

25
.1
23
24
.46

#
33

#
#
#
#
#
#
34
33
21

21
39
.58
58
66
79

52
39

20
.19
4
26

#
#
#
#
#
33
#
#
#
#

#
#
#
16

#
25

#
#
17
20

#
18

#
#

#
39

30
.22
72
9
38
#
16
.3
#
23
.87
16
37
.2
39
40
#
#
14
.69
32

27
.79

29
.37

#
46
#
#
44
40

19
.10
51
#

19
24
#

18
24
29
#
#
36
#
36

24
.7
22
23
.09

#
32

#
#
#
#
#
#
31
31
19

19
37
.39
27
36
47

53
39

19
.16
4
25

#
#
#
#
#
32
#
#
#
#

#
#
#
15

#
23

#
#
16
19

#
17

#
#

#
37

29
.47
25
5
37
#
15
.7
#
23
.27
53
35
.8
37
39
#
#
13
.59
62

23
.72

27
.83

#
45
#
#
43
40

18
.67
86
#

18
22
#

16
21
26
#
#
35
#
36

23
.9
21
22
.14

#
31

#
#
#
#
#
#
31
30
19

16
30
.15
24
65
33

46
37

16
.91
21

#
#
#
#
#
30
#
#
#
#

#
#
#
14

#
22

#
#
16
18

#
17

#
#

#
37

28
.93
01
36
#
13
.8
#
20
.13
27
32
.3
36
37
#
#
12
.93
14

21
.41

27
.07

#
44
#
#
44
40

18
.06
55
#

16
20
#

14
17
21
#
#
33
#
35

21
19
19
.24

#
26

#
#
#
#
#
#
29
28
17

14
23
.12
03
01
92

36
34

15
.47
1
18

#
#
#
#
#
28
#
#
#
#

#
#
#
14

#
22

#
#
14
16

#
14

#
#

#
31

27
.40
66
7
35
#
13
.2
#

18
.03
2
29
.3
33
36
#
#
12
.94
38

21
.48

26
.84

#
44
#
#
45
40

17
.36
04
#

15
18
#

12
15
18
#
#
28
#
32

20
.1
18
17
.22

#
23

#
#
#
#
#
#
29
29
17

13
19
.56
50
47
7
31

31
15
.08
8
18

#
#
#
#
#
28
#
#
#
#

#
#
#
14

#
23

#
#
18
22

#
19

#
#

#
37

30
.35
61
4
37
#
15
.8
#
22
.39
05
35
.8
38
39
#
#
15
.94
36

31
.81

31
.16

#
47
#
#
45
40

17
.23
48
#

16
20
#

14
17
20
#
#
29
#
33

21
.7
20
20
.52

#
28

#
#
#
#
#
#
31
30
18

15
21
.17
62
16
1
32

33
16
.99
8
21

#
#
#
#
#
31
#
#
#
#D
RM
リン
クよ
り作
成

撮
影
箇
所

撮
影
方
向
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杉
並
区
周
辺
の
交
通
状
況
（
環
八
周
辺
道
路
）

4

•
杉
並
区
の
南
北
軸
と
な
る
環
八
、
環
七
は
、
2
3
区
内
の
主
要
道
路
区
間
別
交
通
量
ラ
ン
キ
ン
グ
※
で
上
位
5
位
以
内
に
3
区
間
も
入
っ

て
お
り
、
2
3
区
内
に
お
い
て
交
通
量
が
多
い
状
況
（混
雑
度
2
.1
8
の
区
間
も
存
在
）。

中
央
道

環 状 ８ 号 線

2
0

24
6

2
54

■
2
3
区
内
セ
ン
サ
ス
区
間
別
交
通
量
上
位
５
位

【2
3区
内
主
要
道
路
区
間
別
交
通
量
ラ
ン
キ
ン
グ
】

※
自
専
道
を
除
く
主
要
地
方
道
以
下

①
：
日
本
橋
芝
浦
大
森
線

7
5
8
百
台
/
日
（
0
.7
8
）

②
：
環
状
８
号
線

7
0
6
百
台
/
日
（
1
.5
8
）

③
：
環
状
８
号
線

6
5
2
百
台
/
日
（
2
.1
8
）

④
：
環
状
８
号
線

6
4
8
百
台
/
日
（
1
.5
9
）

⑤
：
環
状
７
号
線

6
4
1
百
台
/
日
（
1
.1
9
）

東
京
都
区
部
広
域
図

杉
並
区
以
外

杉
並
区

環 状 ７ 号 線

杉
並
区
の
南
北
軸
と
な
る

環
八
、
環
七
は

交
通
量
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位

杉
並
区
の
南
北
軸
と
な
る

環
八
、
環
七
は

交
通
量
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位

外 環

※
自
専
道
除
く
主
要
地
方
道
以
下
を
対
象
に
整
理

※
混
雑
度
：
道
路
の
込
み
具
合
を
表
す
数
値
。
道
路
の
交
通
容
量
（
通
行
で
き
る
台
数
）
に
対
す
る
交
通
量
の
比
。

混
雑
度

交
通
状
況
の
推
定

1.
75
～

日
中
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
時
間
帯
で
慢
性
的
に
混
雑
し
て
い
る
状
態

1.
25
～
1.
75
ピ
ー
ク
時
を
中
心
に
混
雑
す
る
時
間
帯
が
連
続
し
て
数
時
間
続
く
状
態

1.
0～
1
.2
5
昼
間
12
時
間
の
う
ち
ピ
ー
ク
時
の
1～
2
時
間
ほ
ど
混
雑
す
る
時
間
帯
が
あ
る
状
態

～
1
.0

道
路
が
ほ
と
ん
ど
混
雑
す
る
こ
と
が
な
く
、
円
滑
に
走
行
で
き
る
状
態

出
典
：
「
道
路
の
交
通
容
量
」
（
社
)日
本
道
路
協
会
（
一
部
加
工
)

7
58

7
06

6
52

64
8

64
1

0

1
00

2
00

3
00

4
00

5
00

6
00

7
00

8
00

9
00

（百台/日）

出
典
H
27
全
国
道
路
・街
路
交
通
情
勢
調
査

【
0.
78
】

【
混
雑
度
】

【
1
.5
8
】

【
2
.1
8】

【
1.
5
9】

【1
.1
9
】

① 日 本 橋 芝 浦 大 森 線

② 環 状 ８ 号 線

③ 環 状 ８ 号 線

④ 環 状 ８ 号 線

⑤ 環 状 ７ 号 線

1
位

2位
3
位

4
位

5
位

24時間交通量

杉
並
区
は
交
通
量
ラ
ン
キ
ン
グ

上
位
区
間
が
多
い

杉
並
区
の
環
八
区
間
で
は

慢
性
的
な
混
雑
も
発
生

杉
並
区
の
環
八
区
間
で
は

慢
性
的
な
混
雑
も
発
生

D
RM
リン
クよ
り作
成
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■
杉
並
区
の
道
路
状
況

杉
並
区
周
辺
の
交
通
状
況
（
環
八
周
辺
道
路
）

5

•
杉
並
区
は
他
の
2
3
区
と
比
較
し
て
、
2
4
時
間
交
通
量
は
多
い
一
方
で
、
道
路
幅
員
が
狭
く
、
歩
道
設
置
率
も
低
い
状
況
で
あ
り
、
自

転
車
道
や
自
転
車
レ
ー
ン
は
設
置
率
が
0
％
と
い
う
状
況
。
※
主
要
地
方
道
及
び
一
般
都
道
府
県
道
を
対
象
に
整
理

•
井
の
頭
通
り
や
環
八
に
並
行
す
る
道
路
で
は
、
自
転
車
で
通
行
し
づ
ら
そ
う
な
場
面
も
存
在
。

24
時
間

交
通
量

（台
/
日
）

道
路
部

幅
員
（ｍ
）

歩
道

設
置
率

（％
）

自
転
車
道

設
置
率

（
％
）

自
転
車
レ
ー
ン

設
置
率

（％
）

杉
並
区

23
,0

37
18

.0
3

85
.3

%
0

.0
%

0.
0

%

2
3 区

21
,5

88
22

.2
8

90
.1

%
0

.6
%

0.
8

%

■
杉
並
区
の
交
通
量
の
状
況

写
真
①
（
宮
前
1
丁
目
）

写
真
②
（
荻
窪
2
丁
目
）

車
線
幅
員
が
狭
く
、
路
肩
も
狭
い

車
線
幅
員
が
狭
く
、
自
転
車
と

自
動
車
の
接
触
が
懸
念

環
八
で
は
慢
性
的
な
混
雑
が
発
生

車
線
・歩
道
と
も
に
幅
員
が
狭
く
、
自
転

車
と
自
動
車
の
距
離
が
確
保
で
き
な
い

写
真
③
（
高
井
戸
小
学
校
付
近
）

写
真
④
（
高
井
戸
東
4
丁
目
）

凡
例 高
速
道
路

一
般
国
道

主
要
地
方
道

都
道
等

バ
ス
路
線

凡
例
:
台
/
日

5
0
,0
0
0
 ～

4
0
,0
0
0
 ～
5
0
,0
0
0

3
0
,0
0
0
 ～
4
0
,0
0
0

2
0
,0
0
0
 ～
3
0
,0
0
0

～
2
0
,0
0
0

杉
並
区

D
RM
リン
クよ
り作
成

出
典
︓
国
土
地
理
院
地
図

撮
影
箇
所

撮
影
方
向

写
真
①

写
真
②

写
真
④

写
真
③

至
武
蔵
野
市

至
渋
谷
区

撮
影
日
：
令
和
4
年
7
月

至
大
田
区

至
練
馬
区 撮
影
日
：
令
和
4
年
7
月

至
練
馬
区

至
大
田
区

撮
影
日
：
令
和
4
年
7
月

至
練
馬
区

至
大
田
区

撮
影
日
：
令
和
4
年
7
月



第４章 説明資料の作成及び空撮 
 

 

 

 

4-48 

 

 

杉
並
区
周
辺
の
交
通
状
況
（
環
八
周
辺
道
路
）

6

•
杉
並
区
は
2
3
区
に
お
け
る
死
傷
事
故
件
数
ワ
ー
ス
ト
３
位
。
区
内
の
交
通
人
身
事
故
で
６
人
死
亡
し
、
2
3
区
内
ワ
ー
ス
ト
６
位
。

•
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
（急
減
速
）
は
、
環
八
周
辺
で
1
,0
0
0
件
/
月
以
上
発
生
。

•
南
北
路
線
で
あ
る
環
八
、
瀬
田
貫
井
線
は
、
東
京
都
区
部
死
傷
事
故
率
平
均
（
9
0
件
/
億
台
キ
ロ
）
の
５
倍
以
上
の
区
間
も
存
在
。

■
杉
並
区
周
辺
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
件
数
と
死
傷
事
故
率

（
仮
）
井
草
３
丁
目

8
9
9

環
八
五
日
市

環
八
井
の
頭

（
仮
）
高
井
戸
東

7
7
8

7
2
3

7
3
2

5
7
3

7
9
6

5
9
7

4
6
1

5
5
1

4
5
7

4
7
1

永
福
３
丁
目
周
辺

宮
前
３
丁
目
周
辺

阿
佐
谷
北
六
丁
目

（
仮
）
阿
佐
ヶ
谷
駅
北

（
仮
）
阿
佐
ヶ
谷
駅
南

高
円
寺
陸
橋
下

環 八

瀬 田 貫 井 線

環 七

出
典
：
交
通
事
故
デ
ー
タ
（
H
2
9
-
R
2
）

D
R
M
リ
ン
ク
よ
り
作
成

※
死
傷
事
故
率
4
5
0
件
/
億
台
キ
ロ
以
上
の
交
差
点
、
区
間
名
を
表
示

※
東
京
都
区
部
平
均
9
0
件
/
億
台
キ
ロ

※
交
通
事
故
死
傷
事
故
率
：
1
台
の
自
動
車
が
1
km
の
道
路
区
間
を
1
億
回
走
行
し
た
と
き
に
発
生
す
る
事
故
件
数

■
2
3
区
死
傷
事
故
件
数
ラ
ン
キ
ン
グ

世
田
谷
区

港
区

杉
並
区

足
立
区

大
田
区

新
宿
区

板
橋
区

練
馬
区

江
戸
川
区

江
東
区

中
野
区

品
川
区

渋
谷
区

中
央
区

千
代
田
区

台
東
区

文
京
区

墨
田
区

豊
島
区

北
区

葛
飾
区

目
黒
区

荒
川
区

（
件
/
年
）
0

1
0
0
2
0
0
3
0
0

4
0
0

5
0
0
6
0
0
7
0
0

【
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
】

1つ
の
重
大
事
故
の
背
後
に
は

29
の
軽
微
な
事
故
が
あ
り
、

そ
の
背
景
に
は

30
0の

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
が
存
在

出
典
交
通
事
故
デ
ー
タ
（
R
2
）

杉
並
区
は

死
傷
事
故

件
数
3位

1 2
9

3
0
0

中
の
橋

中
央
道

杉
並
区

凡
例
：
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
(件
/
月
)（
メ
ッ
シ
ュ
）

1
,0
0
0
～
1
0
,0
0
0

1
0
,0
0
0
～

1
～
1
0

1
0
～
1
0
0

1
0
0
～
1
,0
0
0

凡
例
：
死
傷
事
故
率
(件
/
億
台
キ
ロ
)

4
5
0
件
/
億
台
キ
ロ
以
上
（
平
均
の
５
倍
）

9
0
～
4
5
0
件
/
億
台
キ
ロ
（
平
均
～
平
均
の
５
倍
）

[区
間
・
交
差
点
]

凡
例

高
速
道
路

一
般
道

杉
並
区
境

交
通
人
身
事
故
死
者
数

8人
・・
・江
東
区
、
世
田
谷
区
、

足
立
区

7人
・・
・大
田
区
、
江
戸
川
区

6人
・・
・杉
並
区
、
板
橋
区

5人
・・
・豊
島
区

(区
内
合
計

85
人

)
出
典
：
警
視
庁
過
去
2
年
間
の
交
通
人
身
事
故

発
生
状
況
（
R
3
）杉
並
区
は

交
通
事
故

死
者
数
6位
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0
2

4
6

8
1
0

杉
並
区
周
辺
の
交
通
状
況
（
環
八
周
辺
道
路
）

7

環
状
8
号
線
・
周
辺
都
道

9
3
％

出
典
E
T
C
2
.0
プ
ロ
ー
ブ
デ
ー
タ

（H
3
1
.1
～
R
1.
12
）

生
活
道
路

7
％

•
関
越
道
(練
馬
IC
)及
び
外
環
（大
泉
IC
）
と
東
名
高
速
（
東
京
IC
）
を
乗
り
継
ぎ
し
て
い
る
交
通
の
約
１
割
が
、
環
八
周
辺
の

生
活
道
路
を
抜
け
道
と
し
て
利
用
。

•
環
八
周
辺
の
生
活
道
路
の
交
通
事
故
件
数
は
、
都
内
の
市
区
町
村
道
と
比
較
し
て
8
倍
～
1
3
倍
。

中
央
道

環 状 ８ 号 線

2
0

24
6

2
54

練
馬
IC
・
大
泉
IC

東
京
IC

■
環
八
周
辺
道
路
の
抜
け
道

【練
馬
IC
・
大
泉
IC
⇔
東
京
IC
を
乗
り
継
ぐ
交
通
の
割
合
】

練
馬
IC
・
大
泉
IC
⇔
東
京
IC
を
乗
り
継
い
で
い
る

交
通
の
約
1
割
が
生
活
道
路
を
抜
け
道
と
し
て
利
用

至
大
田
区

至
練
馬
区

撮
影
日
：
平
成
3
1
年
3
月

1
0
倍

1
3
倍

抜
け
道
３

抜
け
道
２

抜
け
道
１

都
内
の
市
区
町
村
道

杉
並
特
別
区
道
第
21
2
8
号
線

ほ
か
5
路
線

（
主
）
練
馬
川
口
線

ほ
か
25
路
線

都
道
武
蔵
野
狛
江
線

ほ
か
6路
線

【生
活
道
路
に
お
け
る
交
通
事
故
の
発
生
率
（件
/
km
・
年
）】

出
典
「交
通
事
故
発
生
マ
ッ
プ
」警
視
庁
H
P
平
成
3
0年

「交
通
事
故
統
計
年
報
」
財
団
法
人
交
通
事
故
統
合
分
析
セ
ン
タ
ー
平
成
3
0
年

「道
路
統
計
年
報
」国
土
交
通
省
平
成
30
年

※
抜
け
道
マ
ッ
プ
よ
り
路
線
を
選
定

（
主
）
練
馬
川
口
線

ほ
か
25
路
線

杉
並
特
別
区
道
第
21
2
8
号
線

ほ
か
5
路
線

都
道
武
蔵
野
狛
江
線

ほ
か
6
路
線

杉
並
区

中
野
区

練
馬
区

武
蔵
野
市

三
鷹
市

世
田
谷
区

８
倍

0
.6

4
.7

7
.6

6
.0

D
RM
リン
クよ
り作
成

写
真 ①

写
真
①
（
高
井
戸
西
二
丁
目
）
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中
央
道

環 状 ８ 号 線

2
0

24
6

2
54

外 環

環
八
東
名
入
口

D
RM
リン
クよ
り作
成

大
泉
JC
T

66
分

12
分

東
名
JC
T

杉
並
区

外
環
（
関
越
～
東
名
）
の
整
備
効
果
～
所
要
時
間
の
短
縮
～

8

•
外
環
（関
越
～
東
名
）の
整
備
に
よ
り
、
環
八
の
通
過
交
通
が
外
環
へ
転
換
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

•
環
八
は
約
1
割
交
通
量
が
減
少
し
、
混
雑
緩
和
が
期
待
さ
れ
る
。

•
所
要
時
間
も
大
泉
JC
T
か
ら
東
名
高
速
間
が
約
8
割
短
縮
（
6
6
分
⇒
1
2
分
）し
、
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
も
期
待
さ
れ
る
。

■
大
泉
J
C
T
⇒
東
名
高
速
間
の
所
要
時
間

出
典
整
備
前
：
H
2
7
交
通
セ
ン
サ
ス
を
用
い
て
算
出

整
備
後
：
外
環
は
設
計
速
度
を
用
い
て
算
出

66
分

12
分

020406080

整
備
前

整
備
後

（
分
）

約
5

4分
短
縮

（
約

8
割
）

■
環
八
の
交
通
量
の
変
化

50
2百
台

/日
43

8百
台

/日

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

整
備
前

整
備
後

（
分
）

約
1割
減
少

出
典
H
2
2
セ
ン
サ
ス
（
将
来
O
D
）
を
用
い
て
算
出

■
環
八
の
通
過
交
通
割
合

出
典
E
T
C
2
.0
デ
ー
タ
(R
3
.1
0
)

通
過
交
通
の
一
部
が
転
換
す
る
こと
で

環
八
の
交
通
量
は
約
1割
減
少

36
%

52
%12

%

外
々
交
通

内
々
交
通

内
外
交
通

外
環
（
関
越
～
東
名
）
の
整
備
に
よ
り

36
％
が
転
換
しう
る

※
内
：
沿
線
7
区
市

外
：
そ
の
他
の
地
域

外
々
交
通
の
例
：
横
浜
・
川
崎
⇔
群
馬
、
静
岡
以
西
⇔
東
北
方
面
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外
環
（
関
越
～
東
名
）
の
整
備
効
果
～
環
境
改
善
～

9

•
自
動
車
か
ら
の
排
出
ガ
ス
は
停
止
や
発
進
時
、
低
速
走
行
時
に
特
に
多
く
排
出
。

•
交
通
円
滑
化
に
伴
い
走
行
速
度
が
向
上
す
る
と
排
出
量
は
減
少
。

•
外
環
（関
越
～
東
名
）の
整
備
に
よ
り
交
通
転
換
が
図
ら
れ
、
環
八
及
び
周
辺
路
線
の
交
通
量
が
削
減
さ
れ
て
、
走
行
速
度
が
向
上

す
る
こ
と
で
、
大
気
汚
染
の
改
善
が
期
待
さ
れ
る
。

中
央
道

環 状 ８ 号 線

2
0

2
46

2
54

■
環
八
の
速
度
状
況

外 環

整
備
に
よ
り交
通
転
換
が
図
られ

交
通
が
円
滑
化
す
る
こと
で

大
気
汚
染
の
改
善
が
期
待

17##152122#141719##14#1622252433#152121363638##142731#45##494118#141513#8899988999789888##15#19221612121316#19
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4.3  無人航空機による空撮 

4.3.1  空撮箇所 

対外的な説明にあたり事業の進捗状況を把握するため、以下に示す箇所において、無人航空

機（ドローン）による空撮を実施した。空撮地点の選定に当たっては、①各事業用地内で工事

進捗が望むことが出来る箇所で、②工事や沿線住民などへの影響の少ない箇所、③年間継続的

に安全に飛行できる場所、④高速道路付近でない場所を選定した。 

また一般的な留意事項（平らで安定した場所、粉じんや水たまり等が無い場所）も考慮した。 

 

大泉JCT周辺

中央JCT(仮称)周辺

東名JCT(仮称)周辺

 

図 4.3.1 無人航空機による空撮箇所 
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4.3.2  空撮実施日 

空撮は以下の日程で実施した。また空撮を実施するにあたり 2022 年 7 月に現地調査を実施

した。 

・2022 年 7 月 22 日（金） ※現地調査 

・2022 年 10 月 24 日（月） 

・2023 年 1 月 24 日（火） 

 

4.3.3  空撮方法 

（1） 撮影位置 

現地調査により以下の地点を撮影位置として設定した。なお、撮影箇所は施工中の事業ヤー

ド内であるため、撮影当日の工事状況等により、当該位置での撮影が困難な場合、適宜変更す

ることとした。 

①中央 JCT 北側 

・撮影位置 WGS84 緯度 35.677663 経度 139.583323 

 

図 4.3.2 中央 JCT 北側における撮影箇所 
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②中央 JCT 南側 

・撮影位置 WGS84 緯度 35.673597 経度 139.580291 

※本地点では空撮は行わず、カメラによる地上撮影（静止画によるパノラマ撮影及び

360°動画撮影）を行う。 

 

図 4.3.3 中央 JCT 南側における撮影箇所 
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③東名 JCT 

※本地点は、今後の工事進捗を考慮し、2地点で撮影することとした。 

・撮影位置 A WGS84 緯度 35.629650 経度 139.603987 

 

図 4.3.4 東名 JCT における撮影箇所 A 

 

・撮影位置 B WGS84 緯度 35.629832 経度 139.603734 

 

図 4.3.5 東名 JCT における撮影箇所 B 
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④大泉 JCT 

・撮影位置 WGS84 緯度 35.755450 経度 139.598579 

 

図 4.3.6 大泉 JCT における撮影箇所 
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（2） 作業前の準備 

施工業者等との事前調整のために、関係者に送付するため空撮行程表を作成する。 

また、作業前には以下の項目について機体の点検・整備を行う。 

表 4.3.1 機体の点検内容 

 
 

上記項目以外にも、必要な機材等や安全の事前確認を行う。当日の安全確保のため、飛行直

前はもとより、準備段階から複数人で連携して作業を行う。 

 

（3） 撮影方法及び手順 

撮影は以下の方法で行う。 

・撮影は、ドローン撮影およびカメラの地上撮影によって行う。 

・人員は、操縦士と撮影補助員、機体観測員の最低 3名以上で行う。 

・全地点が DID 地区に該当するため、飛行高度は 30ｍ以下とし、目視内での飛行にとどめる。 

・ドローン撮影は動画撮影のみで、静止画の撮影は行わない。 

撮影は以下の手順で行う。 

①指定位置に対空標識を置く 

②離陸、対地高度 30m まで上昇 

③カメラを真下に向け、画角の中心に対空標識を据え、撮影位置を固定 

④指定正面にカメラを向け撮影開始 

⑤右パン左パン上チルト下チルトを行った後、指定正面にカメラを戻す 

⑥180°旋回し（真後ろを向く）上記と同様の操作をする 

⑦撮影停止、降下着陸 
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（4） 使用機材 

本業務では以下の機材を用いて空撮を行った。 

表 4.3.2 使用機材の諸元 

機体名称 Phantom4 Pro V2.0 

 

機体外観 

©PCKK 

機 体 

スペック 

重量 1,375ｇ 

対角寸法 (プロペラを含まず) 350 mm 

 

飛 行 

スペック 

最大上昇速度 Sモード：6m/s、 Pモード： 5m/s 

最大下降速度 Sモード：4m/s、 Pモード： 3m/s 

最大速度 72km/h (Sモード)、58km/h (Aモード) 

50km/h (Pモード) 

動作環境温度 0  ～ 40°C 

最大飛行時間 約 30 分 

 

カメラ 

センサー 
1inch CMOS、有効画素数： 2,000万画素 

有効画素数：20 MPix  

レンズ 
視野角：84°、8.8mm/24mm (35mm判換算) 、f/2.8 ～ 

f/11 オートフォーカス (1m～∞) 

電子シャッター 8s  ～ 1/8,000s 

最大静止画サイズ 5,472×3,648 

 

動画モード 

C4K:4,096×2,160 24/25/30p @100Mbps 

4K:3,840×2,160 24/25/30p @100Mbps 

2.7K:2,720×1,530 24/25/30p @65Mbps 

2.7K:2,720×1,530 48/50/60p @80Mbps 

FHD:1,920×1,080 24/25/30p @50Mbps 

FHD:1,920×1,080 48/50/60p @65Mbps 

FHD:1,920×1,080 120p @100Mbps 

HD:1,280×720 24/25/30p @25Mbps 

HD:1,280×720 48/50/60p @35Mbps 

HD:1,280×720 120p @60Mbps 

※Sモード=スポーツモード,A モード=ATTI モード,P モード=ポジショニングモード 
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（5） 動画形式 

空撮時の動画形式は以下の通りとした。 

表 4.3.3 使用機材の諸元 

解像度 1920×1080 

フレームレート 29.97fps 

拡張子 .mp4 

 

（6） 遵守する法律及び基準 

空撮を実施するにあたり、下記に示す法律を遵守する。 

１ 無人航空機の飛行に係る許可・申請書 

２ 国土交通省航空局標準マニュアル 

３ 無人航空機の安全な飛行のためのガイドライン 

４ 「公共測量における UAV の使用に関する安全基準」（地理院安全基準） 
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4.3.4  空撮結果 

上記の内容に基づき、2022 年 10 月及び 2023 年 1 月に無人航空機による空撮を実施した。空

撮した結果を以下に示す。 

（1） 2022年 10月撮影 

【大泉 JCT】 

 

図 4.3.7 大泉 JCT での撮影結果（2022 年 10 月撮影） 

 

【中央 JCT】 

 

図 4.3.8 中央 JCT での撮影結果（2022 年 10 月撮影） 
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【東名 JCT】 

 

図 4.3.9 東名 JCT での撮影結果（2022 年 10 月撮影） 
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（1） 2023年 1月撮影 

【大泉 JCT】 

 

図 4.3.10 大泉 JCT での撮影結果（2023 年 1 月撮影） 

 

【中央 JCT】 

 

図 4.3.11 中央 JCT での撮影結果（2023 年 1 月撮影） 
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【東名 JCT】 

図 4.3.12 東名 JCT での撮影結果（2023 年 1 月撮影） 
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